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一巻頭言一

新しい道を歩もう

共通一次入試が始まってから今年で四回目にな

りこの制度が実施されてからの初めての卒業生が

来春社会に送り出されることになる。入試の制度

が変っても大学の教育体制が変ったわけではなく、

神戸大学の場合学生の質がそれほど変ったとも思

われない。もちろん来年の卒業生から影響が現れ

ることはないが、市Ij度が次第に困ってくるにつれ

て、何か顕在化するところがあるかも知れない。

最近ある大学で、共通一次を受けて入学した学

生について、一年後に再び共通一次の試験問題 (

入学時とは異なる問題)を解答してもらい、高校

における学習達成度、およびそれらが一年後どの

税度保持されているか、大学の授業科目の成車交と

の関係などについて調査した報告書が、入試セン

ターの研究部門から発表された。解析は進行中ら

しいが、発表されたところによると、国語や数学

に比べて英語の学習保持度が悪いという 。要する

に一年たつと忘れ方が国語や数学に比べて目立つ

という こと らしい。英語はそれだけ暗記に頼る部

分が多いと いうことだろうか。ある有名進学校の

出身で、学期末試験での物理の成績がもう一つふ

るわない学生がいた。きいてみると共通一次など

を暗記でやりぬいてきたという。記憶力抜群の学

生であろう が、所属する学部から考えて入試の時

は相当の成績をとってきたと思われる。暗記であ

る程度こなせる科目もあるかも知れないが物理も

それでやってし、けるとはいささか驚いた。

試験にいい思い出などあるはずはないが、試験

勉強のおかげでいままで判らなかったことがすっ

と理解できることがままあり試験のおかげでとい

う思、いはある。

高校までは知識は吸収するだけだったかも知れ

ないが、大学では吸収しながら、その知識を発展

させたり実地に利用するよう努力してほしい。技

術革「新には2種類あるとあるイギリス人はいう。

その言うと ころによれば第 l秘の技術革新は基本

的・発明発見的なもので、イギリスが得手とする

ところ、第 2種の技術革新はその技術的発展とも

言えるもので、第 l種を理学的研究とすれば第2

極は工学的発展とも考えられる。日本は第 2種の

方が得意で、、イキリスの現砲の沈滞は第 2絡の技

術革新的創造性に欠けているところに一つの原因

があるらしし、。カメラの発援の歴史から見ればイ

ギリスやドイツが第 1純で現在の日本は第 2秘の

技術革新を生きぬいてきた固と いえよう。しかし

それは民族特有の資質によるものではなく 、イギ

リスでも過去にヨーロ ソハ大陸から技術を愉入し
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て第 2種の技術革新をとけた例が非常に多いとい

う。漢字の発明は古代の中国だが、かな文字の発

明は限りない思恵を与えてくれた第 2種の技術革

新として特筆すべきものであろう。 エザキダイオ

ードも原理は日本で発見されたものだが、計算機

の高速度素子を血眼で探していたアメリカがうま

くそれをとらえたわけで、社会的経済的環境もそ

の発展に無視できない要因である。

第l種と第2種でどちらが重要であるかはその

観点によって評価が異るであろう。人類の尊い財

産としては第 1種の方だが、狭い、国としての経

済的繁栄から見れば、第 2種の革新による恩恵は

大きいし、第 1種の発明発見をしながら甘い果実

はよそ様に取られてしまうのは何とも口惜しいこ

とであろう 。

きてどのよ うにすれは、第 l種であれ第2種であ

れ創造性が培かわれ育ってゆくか。もちろん教育

環境行会環境が大きく彬響し、さまざまな競走原

理が作用してゆ くことではあろう 。

第 1にまず疑問をつくること。何故鉛筆は削れ

るのか、雷が自動車に落ちたとき 、中にいる人は

助かるかなど。共通一次の入試の試験勉強で手に

入れた知識で相当の部分は解決される。しかしと

ことん解決されることはないだろう 。これをJj旬の

中に大事に暖めておくこと。 これは何かの折にふ

とヒントが浮かんで理解できる。このよう な疑問

を沢山作ることが大切だ。

第 2に毎日何か新しいことを試みること。何か

変ったテー?の本というか新しい興味のわく本を

探し出すのもよい。日頃あまり話をしない友人と

戸をかけ合うのも面白い。何もなけれは、毎日大学

へ通ういつもの道を一寸変えてみるのはどうたーろう。

道は遠い。目的地は霞んではっきり見えない。

しかしこつこつ歩めは、目的地は必らず近く なる。

(物理学)



人権の

人権という言葉はさまざまな意味で用いられ、理

解されている。新聞の読者投稿欄にこんな話か戦っ

ていた(毎日、 8・29 'みんな集合J )。女子中

学生が芭蕉の句碑を見て、これは人権の侵害ではな

いかと大騒ぎ。その句碑の「物云婆唇寒し秋の風」

を「物いうパパア唇寒し-… ・」と読んでのことだっ

たという話である。 I婆」をパハアと読ませる意識

こそが問題だと思うのだが、これなどは人権が笑い

話の具(つま)にされている例である。それほど

人権という言葉は日常的に口にされるが、そうな

ればなるほど人権の重みが減ってくるのは、イン

フレにおけるお金の価値と同じである。

しかし、ひとたび裁判戸斤が人権について或る判断

を下すと、われわれの生活が深刻な影響を蒙ること

になる 。人間 (として)の権利という意味での人権

が多義的なのは、人間いかにあるべきかということ

が人によって異るのと並んで権利という概念のとら

えかたが異るからである。

日本人には伝統的に権利という意識がなく、した

がって、それを表わす 「権利」ということは、もなか

った(川島武宜「 日本人の法意識」、柳父章「線訳

語成立事情」参照)。明治政府か政治上の手段とし
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一特別寄稿一

視 占

小 西美 典

て法典の編纂を急ぎ、法律学が西欧から輸入されて

以来「法律学者が頭を振ればケンリケンリと音がす

る」といわれるほどに、権利が法律学の中心概念に

なったのである。だから、市IJ度やことばの方が国民

の意識より先走っていたといえるが、こんにちでは

国民の人権意識の方が、人権保障の制度や法律家の

意識よりも進んでいると思える側面がある。

法律上、権利というときには、制度的に承認され

た(具体的な利益に、なんとか権という名のつけら

れた)f雀利をす旨すのかj、つうである。人権という、
抽象性のつよい名の権利についても、法律家はどう

しても制度的な{呆障がどうなっているかということ

にとらわれるが、そうでない人は、ある状況のもと

で正当性を承認されるべきであると思う要求を「人

聞の権利」 の名で主張する。西欧の権利か言音源的に

も正当性を含意していることからも、ことがらの正

当性を「権利」の名で主張すること自体、正当な意

識の表われである(right，Recht，droitは、権利 ・正

しいこと、さらに後の 2語は法をも意味する。)

しかし、正当性を制度の枠内で認めるか否かの権

限は裁判所に与えられている。裁判は法律にもとづ

いておこなわれねばならないときれているから、裁

判官は、現実に制度化されたものとしての「人権」

を考える。つまり、現実の法律f'JJ芋にとり入れられ

て、その構成分子となっているものとして権利を考

える。しかし権利は、法律キ幻芋そのものに対して提

起きれる要請(制度化されるべきことを要求する正

当な要請)でもありうるから、国民の意識との間に

ズレを生ずることがある。このようなばあいには、

法律の機能は不完全になる (人々の生活が乱きれる

ことになる )。 そして、これを調整する方法は、結

局、権利に対する意識のあり方によって異なるので

ある。

人権について二つの考え方があるばあいに、どち

らを優先して保障するかという選択の指導原理は、

先験的妥当性をもつものでなければならない。こと

に、人間らしい生存を営みうるための要請(たんに、

生存に必要な物の要請ではない)としての生存権は

超法律的な意義をもつものとして概念せられねばな

らない。なぜなら、民主主義は人間の生存そのもの

が価値あるものとして社会生活上尊重されるべきこ

とを前提としているが、個人の生存は有限であり、

社会生活そのものは原理的に無限であるから、人権

は社会生活の存立を可能ならしめるという条件のも

とで個人の生存を価値つけるべきであるからである。

このような意味から、たとえば堀木訴訟の判決は、

一応の論理(スジ)は通っているが不当な判決で

あったといえる。法解釈の前提そのものを間いなお

すことが必要で‘あり、さらには福祉の制度そのもの

を人権保障の原点から再考すべきである。さらに、

3 

法の解釈が首尾一貫したものでなければならない

ことはいうまでもないが、法的論理の前提そのもの

を熟慮すべきである。長沼ナイキ基地の判決で採用

された「統治行為論」に例をとってみよう。 「統治

行為論」は、司法権は行政権に固有の領域に踏み込

むべきでないという三権分立の原則に由来する。こ

の原則からすれば「統治行為論」を採用して判断を

避けることは論理 (スジ)の通った考えであるとい

える。しかし、三権分立の原則はそもそも、人権を

守るために国家権力の集中を排除するという目的か

ら生れたいわば手段である。だから、統治行為論

は手段の目的化であるといいうる。法の解釈におい

て、明文の規定を否定するような解釈が多数の学者

によって 支持されている例もあるのである(民法1

3 2条、利息制限法l条2項)。

ともあれ、民主主義の基本が全体主義とは正反

対に、国家の存立や政府の存在は国民の生存という

目的のための手段であるという“原点"を見失って

はならない。併せて、お互い同士が他人の人権を尊

重するとし、う基本的義務を負っているということが、

逆説的ではあるが、人権を確保するためのや原点"

でもある。こfLは、スコウビイ(グレアム・グリ

ーン「事件の核心」の主人公)めように「自己の存

存そのものカ、他人を害することになる」というよう

な、平均的人聞を超越した人生観を要求するもので

はない。

(法学)



弔辞一一一古塚隆朗氏に

私たちはここに同僚古塚さんの御逝去に心より

哀悼の意を表するものであります。古塚さんは昭

和四寸四年、大学紛争のさ中に私たち神戸大学ド

イツ語教室の一員になられました。以後十三年間、

周知のように大学は必ずしも平穏とは言えなかっ

たのですが、古塚さんは終始、 あせらず、急、がず、

もっぱら自らのペースを乱すことなく歩みつつ、け

て来られました。私たちが、ある時は急ぎ、ある

時はあせったりすることはあっても、古;塚さんだ

けは、自分はこのようにしか歩むことはできない

のだ、と でも言いたげな申し訳なさそうな顔つき

で、終始一員、自 らの歩みを、あるいは自 らの生

き方を変えることはなかった、と思います。古塚

さんの歩まれた道は、外的な名誉たーとか、世間へ

の思惑だとか、そういうものとは一切関係のない、

自分自身に正直な道であったと思います。

古塚さんは、カロッサを研究し、その必の由来

をたずねてノウァー リスにいたり、さらにはヨー

ロッパのオペラに傾倒してこられました。古塚さ

んの心の奥深く には、ロマン的な、艶やかな塊が

息づいていたのだと思います。しかし占塚さんは、

その魂を直接に表面に表わすことは避けておられ

ました。 しかしそれがふと表面に表われるときが

ありました。そんなとき 、古塚さんのiU!に必ず一
位の差らいが、 差かしそうな表怖がiチびました。

古場:さんは話し好きな人でした。 作Iとも言えな
い穏やかな笑みをi_;i.べながら、極めて宇疎な言集

を次から次へと諮ることができました。そう いう

H寺の古塚さ んの楽しそうな姿がいま、目にi.7びま

す。

I~i ~涙さんはお j問の好き な人でした。 私たちが1J

ちそろって湯村温泉へ行った時のことが思い出さ

れます。古塚さんはふだんは何かと身体の不調を

訴えられることが多く、 不調がない時には無理に

っく り出してでもと思えるほどでしたが、このH、j

はカミ りは、大変iU'1I7じ気な術Jt，'fd'でn例の砲、やかなお
W~で、お j闘を飲みながら同!琵話に打ち興じてお ら

れました。思えは、あれからまだ十日もたっていな

いのです。帰るH寺、 古主張さんはプラ ットフォーム

の売屈で買ったお測の瓶を捧げ持つよ うにして列

車に来って来られました。その時の、いまだ子供

のような、大きな、丸いIJUo *1、たちはこの11寺の古

塚さんの版を一生忘れることはないでし ょう。そ

こには占塚さんの、作Iの号寄りもない本当の姿が挺li

やき出ているのでした。

もはや古;塚さんのお姿を見る ことのできなく な

ったいま、広たちの心の中で、この古塚さんの11J1

はいっそう 輝き出すのです。そ してそのように し

て今後、古塚さんは、私たちの心の中で生きつづ

けてゆくことになります。

古塚さん。いまはもはや何の気兼ねもなく安ら

かにお休み下さいますように。古城さんのí~1I冥福

を心よりお祈りいたします。

昭和五十七年四月八日

神戸大学教養部ドイ ツ語教室代表

小絞原千里
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弔辞一一木村守雄氏に

木村君、君は病をえた後も、神戸大学の同僚の

負担が増加すること を嫌い、体調が許す時には講

義を受け持たれましたが、私たちは内心大いに心

配してお りました。私は五月十八日に英語科の使

いとして君を見舞った際に、この機をとらえて、

個人的立場で、今後徹底して長期療養に専念する

ようにと 、初めて強〈説得しました。しかし、そ

れが、私たちが、そうして私が、君に会った最後

となりました。結果的にはともかく、私の心の中

ではなぜ一年前に説得しなかったかと残念でな り

ません。

神戸大学における君との想い出のいくつかが今

私の脳裏をかすめますが、これもまた遅すき、たこ

とのーっとして謝らねはな りません。八年前の六

月のこと、私はある短い評論の翻訳に当って、そ

こで言及されているT.S.エリオットの詩行の

意味に自信が持てず、君の蔵書を拝借し、また君

の解釈をうかがったことがあ りました。世話にな

った札として上梓されたその翻訳を笑覧に供すべ

〈差し上げるべきところを全く失念していたとこ

ろ、君が病に倒れた時に思い出しましたが、病床

にお届けするのがはばかられたまま今日を迎えま

したので、ここに持参致しました。

かくして、君との関係では私は遅すぎたよ うで

す。しかし、 君はまた余りに早すぎま した。君が

病床に伏して以来同僚であるわれわれはみな病の

重大さを知りつつも、かくも早〈 幽明界を異にす

る日を迎えようとは夢想、だに しませんでした。呆

然と立ちつくす私たちをあとに、君は帰らぬ旅を

始められた今、私どもは空しさに襲われながら、

君の旅路の安からんことを願うばかりです。では、

木村君、きようなら。

昭和五十七年六月九日

神戸大学教養部英語教室代表

千葉兼太郎
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岩井たいさんを偲ぶ

教養部学生掛主任岩井たいさんは、去る 7月20

日午後8時 55分園田のため急逝されました。

亨年53オ4でした。

岩井さんは、昭和 25年 11月、神戸大学事務

局学生部補導課にご奉職になり、以来、経営学部

を経て昭和 50年 5月教養部に来られ、亡くなら

れるまで既に 31年余お勤めになりました。

この問、庶務 ・会計 ・学生関係と、あらゆる分

野の掛を経験され、日月るく温厚な性格をもってよ

く後輩達の指導をされました。

又、そのお仕事振りは誰に対しても親切で誠実

に遂行され、昨年は、学生主任に昇格されました。

これからは、更に教養部のためにご尽力いただ

かなければならない矢先の不幸は、本当に残念で

惜しみても余 りあるところです。

生前は、お仕事は勿諭のこと、生花 ・スポーツ

等の面においても非常にご堪能で、スキー・ テニ

ス ・パトミン トンと常に若い人達の先頭に立って

ご活躍されていただけに、誰もが急逝を信じるこ

とカずできないようでした。

岩井 さんのあ りし日の元気な姿を偲びつつ、 心

からご冥福をお祈 りいたします。

(庶務掛長)
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池 内 三郎

一研究ノート

アンドレア・ドリア号の衝突

一一一動物の「心」を探る一一

1 )動物に心があるか

1956年夏の泌みの夜、ニューヨークれl'でアンド
レア ・ドリア号とストックホルム号カ‘衝突した

-双方ともレーダーは正常に働いていたのに。

この歴史に残る ìj/t~HAパサはそれなりに究明される

べき点があるがここでは立入らない。しかし、こ

のや件にちなんで、動物生理 ・行動学者のグリフ

インカヘコウモリの中のあるHfiのドジ(? )なも

のたちを「アンドレア ・ドリア・コウモリ」と呼

んだのは興味深〈思える。良〈知られているよう

に、コウモリはソナ 方式で飛行する。いわゆる

「こだま定位」あるいは「反響定位」を行う数少

くない動物の仲間である。そのソナーは優れたも

ので、 「耳で物体を視ている」とさえ言われるほ

どシャープな図形解析をし、ドップラー効果なと

による相対速度の測定をしているらし L、。ところ

が、この優れたソナーを使って飛行しているコウ

モリどうしが、何と正面衝突をするところをグリ

フィンは、たまにではあるが、目撃した。彼によ

ると、コウモリが空間的記憶に極度に頼るあまり

現実の情報処理をおろそかにするということであ

る。コウモリが熟知した環境を飛ぶとさ、定位音

を放射しつづけているのに、そこに新たに物体を

置くと衝突した り、逆に前からある物体を突然取

り去ると、それが前にあった場所にさしかかった

とき後ずさりする場合があることもグリフィンは

実験してみせた。

これらの事実や、チンパンジーのサイン言語の

実験、ミツバチのタンスによるコミュニケーショ

ン(この場合、ミツバチは太陽方向を重力方向に

読みかえる)等をもとに、グリフィンは「動物に

も心があるのではないか」と問う、心といわない

までも心の原形というべきもの、あるいは内的心

像が。その点にテー?をしばって書かれた本が最

近出版され、邦訳されている( I動物に心がある

か一一心的体験の進化的連続性」桑原訳 岩波現

代科学選書)。

2 )学習するハエ

私はこれまで分子生理学のフィールドを渡って

きたものであり、昆虫やカエルの感覚器、発電魚、

の電気球官の興奮を分子 ・制IIJJ包レベル(いわば低

いレベル)でみてきた。その私にも動物の行動と

尼 川 大作

いう向いレベルをさわってみる機会が故近与えら

れた ・・・研究室に飛びこんできたー;理学部生の

おかげで。彼女はここで動物行動を扱った卒研を

したいという 。その度JJ旬と熱心さにおされて彼女

に与えたテーマが「ノ、ェの学習」 である。

多くの昆虫が学合J能力をもつことは前から知ら

れており、放iliではゴキブリに迷路 (T字路)問
題を課したり、ノ'"';1タに道具で学習をさせたりし

て、いろんな学習実験がなされるようになった。

その<1'でハエはそれほどかしこくはないと思われ
ていたが、 10年ほど前にネルソン女史が初めて古

典的条何づけ(ノ寸ブロ 7J_ft'!条件反射)に成功した。

それまでは、 「ノ、ェU:iiJtが小さいから神経細胞を

倹約するために学習部門を切りすてたのでは?J 

と、どこかの国の「行革」についてのコメン卜み

たいなことをもらす大家さえいた。続いてヒソト

をとばしたのカ、宮城教育大の福士さんで、彼は嘆

いでイエバエを効果的に学習させる方法を開発し

た。

今回、その手研生 (Aさんとしておこう)と私

がやったのは、ハエの学習(古典的条件づけ)の

味覚による実験系を改良して効率の良いものにし、

その上で、麻酔や抗生物質注入の効果を調べると

いうことであった。使用したハエは、ずーっと前

にアメリカから輸入したもので、クロキンバエと

いい、生理学実験では世界中で使われているもの

である(日本では束北地方以北に桜んでいる)。こ

のノ、ェは機溶液にふれると口吻を伸展させて芥み

取ろうとする行動をおこす(吻伸展反射)。一方、

濃い食塩水を与えてやると口吻をひっこめる(つ

まり、忌避する)。ところが、二日間絶食させたノ、

エの足の味覚器(足にもある ，)に食塩水を 4秒

間接触させ、その最後に砂機水を 2秒間lだけ口吻
に与え、この操作を15秒おきに 6回〈リかえすと、

大半のハエが条件づけされる(学習の成立)。たと

えば2U寺間後にノ、ェの足に今度は食温水だけ与え

る(条何刺激)と、本来はひっこめてしまうはず

の口吻を堂々と伸展させ、まるて‘砂*W7Kを催促す
るかのようにそれをふりまわすようになる。この

記憶はすくなくとも 5時間は持続す石(保持され

る)ことが判った。Aさんは、さらにチソソガス

を25秒間流す処理(ハエは麻酔される)を訓練後
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一新教官紹介一

世紀末ケたフン

世
間
寸

，寸
l
e

l¥t. i 
る。結局のところ我々は、保守に も革新にもシラ

けてしま っているのではあるまいか。流行歌の文

句に、 「わたしみんな気づいてし まった/しあわ

せ芝居の舞台裏J (桜田淳子 『 し あわせ芝居~ ) 

とあるが、 世紀末とはある意味では、「しあわせ芝

居の舞台裏」を見てしまった時代といえるだろう 。

これまで善と思われ真と看倣されていたものが、

実はそ うでもなさそうだということが、子供の眼

にも明らかとなってしまう 。かくしてシラケは 日

常的気分とな り、醜悪な現実を避けて、人々は自

分の身近かなものにしか関わろうとはしなくなり、

あるいはひたすら自分本位の夢だけを追い求める

ようになって、次第にナルシシズムの甘美な味わ

いと呪縛から離れられぬようになる。異質な他者

との関わり は希薄となり 、連帯は敬遠され、孤独

が愛好される。そして、そこかしこに孤立した個

人や孤立したグループが夫々それな りの主張 (ポ

ーズ?)をかかげる。たとえば、皆で声を合わせ

る歌声l喫茶なる ものはと っくの昔に消滅し、一人

いい気分に浸れるカラオケスナックが今は大繁盛

である。あるいは、スポーツは言うに及ばず、中

にはホストクラブまである という、あり とあらゆ

る趣味を反映して、雨後の竹の子のように生まれ

キャンパスに花咲く 同好会の存拍。

アンガージユ7 ンでなく傍観者的態度が支配的

な時代には、背年たちもまた、 行動や信念よりも

認識や夢11!に傾く。 ひとす じの思いにEiぬかれた

行動や一途な信念は何やら胡散臭いものに思われ、

一つの事例はあらゆる角度から検証される ことが

必要となり 、その認識は一層深化し、あるいは一

層拡散してゆく。 こうして認識と理解は行き届く

かもしれないが、現実の体験から、身を もって生

きる ことから、心の底ではそれを渇望しつつも、

正田

守、

内
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「世紀末」とし寸言葉を しばしは到にするよう

になった。たしかに20世紀も末近くなり、この言

葉を使ったとしても何ら不思議はないかもしれな

いが、 本来な らば19世紀末とその退廃的な時代状

況とを指す言葉がよく用いられるよ うになったの

には、それなり の理由があるはずである。それは

おそらく、とくに1890年代のフランスを中心とし

てヨーロ yパ中に湖浸していった或る特別!な精神

情況と相通ずるものが、われわれの時代にもそろ

そろ見え始めてきたということなのであろう 。そ

れは、懐疑主義的で、耽美的であると同H寺に物

質的であって、おおむね現実逃避に流れ、どこか

H音い崩壊の予感と不安を字みつつ、ナルシシズム

の匂いの漂ょ う密室的な雰囲気をもっ精神情況で

あったと いえるだろう。そして今の言葉に言い直

してみる と、たとえは、懐疑主義的とは、ややレベ

ルは落ちるが、 シラケにあたるだろうし、また耽

美的とは、ややあっけらかんとしているが、フィ

ーリングとか感覚的とかあるいは何々の美学とい

う言葉がやたらと使われている状況と重ね合わせ

ることができるかも知れない。いずれにせよ、 野

暮ったい真とか善と し寸価値観よりカ ッコいい美

的価値感が優先されるのである。じじつ、かつて

は真であ り善である ことが当然、とされていた価値

観や主義主張に対 しても、いまではもはや全面的

に信頼することは不可能になってしま った。中味

がアヤフヤなら表被や衣裳で勝負することになる

だろう。素朴な信念に溢れた時代は、尤もそれは

貧しいせいでもあったが、服装もまた質素であ り、

むし ろなりふり を機わぬという風であった。たと

えば十年位前までの若者とカ ソコいい今の若者の

服装を比べてみても、そんな感じがしないでもな

い。しかしそれもやむを得ない面もあるだろう。

いまは自分の周り のどこを見回してみても信航す

るに価する硲国たる拠所を見出せない時代なのだ

(しかし笑をいえは¥ いつの時代でも突きつめれ

ばそんな ものは元々無かったのではあるまいか。)

とにかく 版に見えない価値がいい加減なら、おの

ずとII民に見える{耐値;に頼ら さるを符ない。かくて

人々は肌ざわり のよい現実の側に身を置こうとす

る。若者の保守化と言われる風潮もまたそんな と

ころから生まれるのであろう。{呆守的であること

自{本が問題なのではない。ただ 「なんとなく」 無

関心のう ちにそうなっていることが問題なのであ

で貿ってきて、試験を切りぬけようとするムシの良

い受験生の夢は、残念ながら実現しそうにない。

だが、記憶自体ヵ、多数のシナプス (神経細胞と他の

神経細胞との接合部)の作用の中に保持されている

らしいことは故近有力視されており、」事実、学習を

課した)j尚のシナプスがふくらんだり発芽したりする

とし、う形態変化が電子顕微鏡的に調べられている。

シナプスの形態変化はそのまま電気伝導度 (コン夕、

クタンス)の変化につながり、神経細胞を通る電気

信号(インパルス)の通りやすきにつながるし、も

ちろんタンパク合成も変化する。

無せきつい動物では、ハチとショウジョウパエで

記憶の二相に相当するものが報告されているが、他

にほとんど例がない。今回の私達の実験は、この記

憶の二相をハエについてかなり定量的に示したもの

であ り、タ ンパク合成の阻害が記憶の安定相では効

かないことを昆虫を用いて示したのは多分始めてで

はないかと思っている。

もとより、ヒト(及びその他の霊長類)の記憶 ・学

習と昆虫のそれとの聞に同一レベルてI命じえないも

のがあるのは当然である。しかし、進化的にみてい

くと、後者は首ij者の原始的形態につなカ、るとも考え

られる。学習や記憶の一般的概念を昆虫で調べるこ

とでその共通項の解明をより容易にすることもあり

うるのではないか。

4 )分子レベルカ、ら行動のレベルへ

最後に、私がこれまでやってきた感覚細胞や神経

細胞の受容メカニズム(低いレベル)についての研

究が上記の学習 ・記憶といった高いレベルにリンク

することを述べておきたい。先にも記したように、

学習 ・記憶といったものがシナプスの存在状態に依

存することが近年クローズアップ されてきている。

このシナプスで情報が伝達されるわけであるが、多

くの場合、低分子のある化学物質(例えばアセチル

コリンとかアドレナリン，トランスミ ッターともい

う)が仲介役をしており 、この トランスミ ソターが

情報の受け手の神経細胞にキャッチ(受容)され、

電気信号に変換されていく。生物教室の同僚である

林さん と私でここ二、三年にわたって共同研究を し

ている中心テーマも、 シビレエイの電気器官のシナ

プスにおけるアセチルコ リン受答→電気信号変換の

メカニズムを扱ったもので、分子生理学としては面

白いものである。シナプスは トランスミ ッター以外

に様々のコ ントロールを受けており情報の処理とい

う点からみても関心をもたれるところだと思うが、

もう紙面も尽きてくるころなのでこの辺でオシマイ 。

動物の心を捕えようとするグリフィンのテーマは

遠大であ り孤高のように思える。しかし、そこに至

るさまざまのルートが絞索されていることをこの一

文で紹介したかった。(生物学)
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のさまさまの時点て、行ってみた。その実験装置は

アイデアものだがここでは省かせていただく 。す

ると、訓練直後のカス処浬ではほとんどのノ、エが

記憶を失っ ているが、処理の II~ 点がおくれてくる

ほどかスの効栄は減退し、 30分をこえるとほぼ記

憶は正常に保持されていることが明らかになった。

Aさんと私は次に、ハエの体にカラス毛細管で

抗生物質を注入することに挑戦し、タンパク合成

を抑制する物質、シクロヘキシイミド (CX)、を
1マイ クロリ ットルだけ注射してその効果をみる

ことに成功した。対照群にはうすい食塩水を代り

に注射した。その結果、訓練直後にcxを注射さ
れたハエは 2時間後のテストでかなりのものが記

憶を失っていたが、訓練後1時間たってcxを注
射されたハエ (ただし訓練直後にはうすい食嵐水

を注射してある)は対照群と同じ く高い率で記憶

を保持していた。たかだか40ミリグラムのイ本重の

ハエに、微量とはいえ、注射をしてcxの差が出
るとは期待しがたかっただけに、 Aさんもこの結

果が出て喜んでいたようだ。

3 )記憶の安定相と不安定相

記憶には二つの段階があることは、だいぶ前に

アメリカでラットを用いた実験で明らかにされて

いる。つまり、条件づけによ って記憶が形成され

る初期の段階は不安定な相であって、麻酔や低温

その他の強い刺激によって忘却がおこりやすい。

ところが、さらに時間がたつと、 記憶は固定され

ていき、二段階白、つまり安定相になるといわれ

る。この後の方にタンパク分子が関与しているの

も確実視されてきている。以前には、記憶の内容

がタンパク分子の配列自体にコード化(符号化)

されていると考えた人々が大勢いた。学習された

事柄があるタンパク分子の形をとってしまう(タ

ンパク合成)と、その後にいくら タンパク合成を

阻害しても、-s_形成された記憶はそのタンパク

分子が破壊されないかぎ りは安定して存在するこ

とになると考えられた。しかし、この仮説は最近

ではどう もありそうにないとされてきている。「 ド

イツ語語尾変化表記憶タンパク」とか roo公式
集記憶タンパク」などをO文社あた りからキット

〆ーー町、、
戸回-....、
~圏、

〆園、

'‘、



人々はますます遠ざかっていく。かくて人々は、

人工的に整えられた栄養過剰の社会の中で身の安

全に満足を覚えながらも同時に、なぜか身動きで

きぬ袋小路のもどかしさと苛立ちとを感じている

のである。

変身願望というものが発生する地盤もおそらく

このようなところにあるのであろう。たとえば、

或る人は善悪の彼岸を超えてジキルとハイドを同

時に演じることをひそかに望み、あるいはたとえ

ば、ある日突然、女は朔ぶことを欲し、男は蒸発

を欲し、子供はツ yノfリかもしくはブリツ子への

変身を欲するのである。いずれにせよ、誰もが害IJ

り当てられた一つの役割に甘んじることを拒もう

とする。シラケの底にはこうして変身願望がとぐ

ろを巻いていることもあるのだ。ひょっとしたら

ハトヵ、一夜明けるとタカになっていたということ

さえありうる。畢寛われわれに必要なのは、さし

あたりンラケにたえる忍耐なのかもしれない。

(独語)

自己紹介

私は、京都大学文学部言語学科で博士課程を了

えると同時に韓国の慶州、|にある東国大学の分校に

日本語教師として招聴され、そこで2年足らずを

過しました。

外国暮しは最初でもあり、日韓の文化習俗は非

常に似ているのに細部で意外な違いがあるので大

変とまどいました。特に困ったのはやはりことば

です。朝鮮語は、休止期間はあったにせよ、 10年

余り学び、古典語も読めるので、いざとなればし

ゃべるのはわけないと思っていたのですが。

まず釜山の金海空港に着いて空港ハスに乗った

のはいいのですが、いくらたっても高速パス乗り

場に着かないのです。空港から慶州、|までの直行ノ〈

スはないのでまず高速バス乗り場に行きそこから

慶州行きパスに乗り換えるのです。そこで一番前

にいた私は運転手に、 「ターミナルはまだか」と

聞こうと思うのですが、なんと、この「まだか」と

いう朝鮮語カ、思い浮はない。 Iまだ」は「アジク」

「ですか」は「イムニカ」なのでこれらを合わせ

ればいいのですが、 「アジギムニカ」なんてのは

見たことも聞いたこともない。これはあせります。

そこで「まだですか」にあたる表現をひねり出そ

うとするのですが、出るのは油汗だけです。

韓国ではバス停に標識などないし、空港ノミスは

車掌もいない。もう行きすぎてしまったかも知れ

ないと思うと益々あせってきます。それでも必死

の思いで、 「高速ターミナルに着くにはあと何分

ば、かりかかるや」てな文章をこしらえて、口の中

でころカ、してみたのですが、これが難かしい発音
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の連続で、とても最後までいえそうにあ りません。

口をパクパクやっていると突然パタンと音がして、

反対側にすわっていたオソサンが通路に立って演

説を始めます。朴大統領、アメリカ、日本語・・・

というような単語が聞こえてきたので、すわ一大

事、日帝排斥演説でも始まったのかと身を小さ くし

ていると、彼は何を思ったか私にドサッと本をi度

すのです。心臓がとまるかと思いつつよく見ると

これが英日の会話書。つまり、彼は本の行商をし

ていたわけです。

韓国では本の流通ヵ、遅れているので小規模の出

版社では社員が直接行商をします。そう思って聞

くと彼の弁舌はなかなかうまいものです。韓国の.

人はもともと演説はうまいのですが、プロともな

れはほれぼれするような口まわしです。て¥少し落

ち着きましたので彼がすわるのをまってi_IH賄した
文をいおうとするのですが、気があせって口のほ

うがともないません。プロポーズする|時はかくや

と思われたほどです。

ところが、案ずるよりは生むが易しとか申しま

すが、この逆転手さん、同じような日本人を何度

も来せたことがあるらしく、高速ターミナルに着

くと、ちゃんと教えてくれたばか りか、手:f物まで

おろしてくれて、おまけに小銭がなかったので逆行

までまけてくれました。

高速ノ〈スは目的地までj{(行なので問題なく、慶

州につ くと学fl主jJの先生が出迎えにう1tてくれて

いました。

あとで友人に附くと「またーか」というのは庇訳

できず、 「まだ速かうたか」にあたる表現を使う

とのこと 。このi!!:¥l、形は泊二i、の意味はなくて、 「

ている」にあたる形が総本Jされたもののようです。

附lち「遠くあるかJ 0 I似る」等の少数の語にの

み化石的に残っているものです。 Iもうですか」

はいいのですから「まだですか」がないのはおか

しながlです。従ってこんな表現、思いつかないの

が当然で、 J_: れからして、 Jti初j 乗るlI~j に「どこそ

こで降ろしてくれ」といっとくなり、)'， 言で「タ

ーミナル」なととわめくなリすればあんなに悩ま

なくてすんだわけです。

私 ~I~与の名誉のために付け1JII えますと、 WiJの光

州事i'lで休校になり、余ったH寺山を利用して、マン
ガの本を100問、小説を40fllJほど読んだおかげで、

校業が両院lされた 9)~には、講義はすべて紗l鮮語

ていて。きるようになりました。

もっとも本格的な失敗談はそれから始まるので

すが、その話はX'__5jIJの機会に。

とうぞ宜しくお怖い、土えします。

(日本詣 ・日本事悩)

今、思う と

神戸のんjはII)Jるい。

日本海の子fUiJjを凡て育った目には、神戸の託1).は

非常にまぶしく見える。こちらにやって来て、も

う11ヶ月にもなるのに、そのまぶしさは変わらな

い。生まh育った土地の;μ宇!とは恐ろしいもので、

どこへ行っても、 Mを凡ても、無意、識に故郷と比
べている自分を見出して、はっとすることがある。

とにかく、故郷のゐ一山の出と、神戸のJ加は全く i全

う。よく、 「富山って、金れのある所ですね」と

言われるくらい、こちらにはなじみのない土地で

あるし、鉛色の空から玄のli年るあんな所に、 よく

fjめるものだ、と半はあきれられてもいるようだ

が、でも、北陸という土地は、冬に本当の姿をI;L

せてくれるのだと、在、は思っている。主が|年リ、

j何はffUL、自然の力をさ_;r，t~なしに認めさるを仰な

いし、それに]逆らうこともできない冬である。で

も、そこに住む人間は、厳しい自然の"f'で向うIを
通すすべも知っている。冬は、1'1?'!.~にも人間にも

会えるう~ûí'j o だから、1::1 4~i/Jjを見るには冬がいし、 。

H占々思う ο 一番神戸らしいiujは、いつのiujなのだ

ろうと 。うfかるまてρには、まだまだII，¥IMJがかかり

そうである。

1¥):郷に士、lする忠L、人hは、 11;):郷をVJjULてはじめ
てよiつようになった。住んでいた 11，)には、ほかの

水口志乃扶

土地にTJする怖れの1;"が、断然強かったように思
う。高校を終えると、東京の津田県大字:の英文干|

に入学。)¥田舎の高校では附lけないようなき hl，、
な英語と、女子大らしからぬ雰囲気に 、大いに灼

いたものだった。少し英語をかじると、今度は日

本の外を比たくなり、ヨーロ ッハにーケ片旅をし

たのではもちろん尚j止できず、学部の三年を終わ

ってから、;i'社lの奨学令で、オーストラリアのキ

ャンベラにあるオ ストラリアド|立大学に一年わ

かせてもら った。第二の故郷は、と|封iかれたら、
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在、は迷わずオーストラリアと答える。それくらい

に印象は強烈だった。オーストラリアで行かなか

った所は、北西部だけで、あとはほとんどの広大

な肝少淡を走り回った。オーストラリアに!ぷSMした
いのは、オーストラリアの人や自然に触れられた

ということに対してよりも、アジアや日本を眺め

る目を持つようになうたことに対してである。日

本の事をあまりにも知らない、という事実に↑写然

となり、も っと日本を知ろうと決心して、帰って

来たものであった。

語学をやりたいと思い出したのは、学部(7)一年

の終わりの頃である。英語学の安井稔先生のもと

で勉強したいというそれだけの理由で、筑波の大

学院に行った。筑波山のふもとのこの大学は、関

東とは言っても、東京とは全〈迷う生活環境で、

住むには少々難儀したし、また、筑波という大学:

に対する世間の瓜あたりも決して出くはないが、

私は、五年間の博士課松を、筑波で自由に過ごせ

たことを、あリカ、たく思っている。

それにしても、神戸に来るとは思ってもみなか

った。住む場所を変えるのは慣れているし、やじ

馬fl{性も旺盛であるから、どこで勤めることにな

ってもかまわない、と，思ってはいたが、こちらに

来る前は、やはり不安であった。立場が変わるこ

とと、関西という未知の土地に対する不安である。

外国に行 く時には、不安などみじんも感じなかっ

たのに、同じ日本の、それもさして遠くない土地

に行 くのに、こんなに不安定な気分になるとは、

我なカ、らおかしかった。は じめての教仰はやはり

恐怖であ り、ーケ刈くらいは、 「明日は授業」と

思うだけで胃カ、痛くなったが、しばら くすると不

思議な光鋲に気がついた。教室の後ろの岐にへば

りつくようにして座っている、生きているのか死

んでいるのか分からないような、無表情な'学生た

ちがそれで、ある。結憐おもしろい人もいるような

のに、J支業になると、生彩がない。立場が変われ

ば見方が変るわのは当然だが、それにしても自分

が'学部生であった引とは、的実に追う。もちろん、

学生像はH寺代とともに変わるものであるし、ある

一定の姿を押しつける気など毛頭ないが、 学生か

ら、若さと、 ytiの柔らかさと唐突きは、あんまり

感じないのである。駆け出しのひょっ子が、 こう

いう4i-を言うと、おかしく聞こえるかもしれない。

しかし、これが教引に;立った、第一印象であった。

「教訓lは学生によ って鍛えられる」 と人から言

われ、また自分でも、本当にそうだと思う。学生

との接触ヵ、先lし、ものであって も、何かをつかめれ

ば幸いである。こちらに来る時に、ある先生から

「教職を楽しみなカ、ら、自分の研究を続けなさい」

と言われた。実感と して感じるには、あま りに速

い言葉である。しかし、その先生の年に私ヵ、達し

た時、この言葉が言えるよう、このihi:の見える美

しい街で、ゆっくりがんばろうと、今、思ってい

る。

一新事務職員紹介一

わが故郷より

}'{夏の都会の雑踏から再!Ul、瀬戸内の静かで美

しい自然と素朴そのものの生活環境の中に身をお

いて、締tJリ期限の迫った教養部広報に載せる新任

自己初介のための文を書いています。歳凡をかさ

ねるに従って、ますます故郷の地に愛着と懐しさ

がつのる心涜をどのように説明すればよいのかそ

のすべを知らないまま 、 今一年桜リに giJJのm と i~;)j

阪の帝この/I:rJえてくる故郷の我が家にて、休暇の-

H寺を過しています。ここは四国の表玄関高松市か

ら急行列車に釆ゥて、西へ約30分位行くと子談k:JR

と土讃線の分岐点のある多度津町に着きます。そ

この港から 1日2使しかない小型の連絡船に釆り

こみ約 1時間のところに我が生国である佐判jJ品ヵ、

あり ます。瀬戸内海国立公園のはほ中央に位置し

ており、この地域を備讃瀬戸の名称で呼ばれ、こ

の区域に点在する島々を塩飽諸島といいます。 こ

の島々の歴史をひもと いてみる と海賊(水箪)の

昔がしのばれます。tE飽島民は 「兵船操縦」の術
に秀でていたので水草として活躍し、鎌倉、室町

時代に朝鮮 ・中国の沿岸で貿易を営み、ときには

海賊のような行動を して 「倭定」 として恐れられ

たと伝えられています。しかし、江戸中期以後に

なると、経済上の変化が起ってI孟飽船は減少し、

暴風雨で船が沈み没落への道をたどることになっ

たが、それでも長い間の伝統に支えられた操船の

技術とiHi:の男の心意気は失せず、幕末になって万

延元年 (1860)船長勝海舟にひきいられて太平洋

を横断し、アメリカにわたった戚臨丸の乗組み水

夫のほとんどが塩飽出身者で 占められていたとの

ことであります。佐相fJ島にもその時に選抜された

水夫の墓があります。島の人々はかつて東アジヤ

の広大な海に乗り出し活躍した祖先の栄光を誇リ

高〈思っています。夜、はこの島に15オの春まで山

と海に遊んで育ちました。当時は電灯も水道もな

い半農半漁の貧しい島でしたが、美しい景色に図

まれた自然環境は、自然にすなおに生活する謙虚

さを教えられ、今も心の脳として逆境にある時の

ささえとなっているように思えます。しかし 、今

は周囲 5キロ位しかないこの小さな島には老人ば

かり約300人が住んでおり 、若者はみんな関西

方面に織を求めて出てしまった。私もその中の一

人です。その後、昭和25年に戦災の廃域の後も今

だ生々しく残る神戸に出て、械を求め、学を求め

て放浪の幾歳月を送ってきま した。当H与をしのべ

(英 語)
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ば現在の物質文化は夢の夢、隔世の!怠があり ます。

私が神戸大学に奉職することになったのは、昭和

42年6月にそれまでに勤めていた県立神戸医科大

学が国立移管となった|僚に身分も一諸に移すこと

となりました。以来、附属病院業務課を振り出し

に同管理課、理学部、本音/if.!f.務課部人事、同庶務

課を経て、この度教養部にてお世話になることに

なりました。着任して早や4ヶ月が過ぎました。

この間教養部を知るのに必要な諸行事も一つ一つ

と経験させて頂いております。また、事務を遂行

するに大切な教官と事務官との信頼関係も先輩諸

氏の努力のお陰で大変良好であることが半lJりまし

た。教養部のよい伝統と環境に感謝し、これに安

住することなく 、教養部に内包する種々の問題点

をしっかりと認識して、より一層よ りよい環境づ

くりに 日々努力精進してまいりたいと思います。

教養部では現在一般教育の質的向上を目ざしての

胎動が始ま っています。匡!の行財政は近年にない

はなはだ厳しい状況の中に ありますが、その早期

実現をめざすには、教養部の教職員が一体となっ

て、明るく 、活力に満ちた職場環境っくりの醸成

に努めて行かなければならないと考えてます。最

後に趣味は雑魚釣り 、昔は山登りをしていました

が今は健康管理を兼てゴルフを少々やっています。

文章といえば公文書以外に書いたことがありませ

んので支離滅裂な文章になりましたがご容赦下さ

い。どうかみなさん方のご指導とご援助を心から

お国ITI"、申し上げます。

(事務長補佐)
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自己

幸田洋子

4月1日付の異動で教養部に参りました。私の

前歴の紹介となりますとかなりなが~い年月を逆

のぼる事になりますので、前田島をさせて1'(い、最

近の一部分をお話ししますと、 52年11月、楠地区

にあります附属病院の医事謀保険掛で1年間、レ

セプト (正式には医療報酬明細書)作成に専念し

つぎの医事掛では、外来(麻酔科を経て皮膚科)

窓口で、医師(ドクター)、看護婦 (ナース)、

患者 (クランケ)さん速の間にはさまれての仕事

でした。何分にも現業の仕事なので、学校事務と

は全く違う世界でした。この 4年余の体験では、

いろいろな武重な勉強をさせてmきました。さて
次に、この若さの固まり、エネルギッシュな教養

部にお世話になり、 5ヶ月がア γ と云う出にすき

てしまいましたが、仕事は勿論、スタートライン

に戻り、初心の気持で専念したいと思います。又

スポーツでは、施設の整った学部に来たのを機に、

若い時から持ち合わせている精神? I参加する事

に意義有リ」が少しずつ頭をもたげて来ましたの

で、私の出来る種目より再J兆戦〔よわい(齢)を
忘れて〕して行きたいと思います。皆係よろしく

お願し、数します。 (第二課f?Hト)

岸本光義

私は、本年4月1日付にて工学部から当部庶務

掛に配置換になりましたが、本学採用後10数年大

規模な音I1局はかり体験してきたため、思Ij段とまど

いはありませんが、なぜか未だになじめないのが

実情であり、 l日も早〈当音1¥の一員となり得るよ

う努力したいと思っております。

また、私は庶務系の実務しか経験があリません

が、当部に右職中は職員のため、教育研究活動を

支える歯車として頑張る所存でありますのでよろ

しくお原心、致します。

最後に、当UHま職員の皆様全員が幸福になるよ
う豊富な知識を駆使し、円消な運営がなされるよ

う日常心掛け、出来る範囲において一生懸命努力

するー掛ですので皆様の待11協力をお/'9.iiし、致します。
どうぞよろしく I (庶務掛)

紹 介

さ」です。

このム ドを教養部の用!支持|、に、又事務室全体

にひろめ、職場に出る(出勤)のカ、楽しい、職場

に出る(友人関係)のがおもしろいと言うような

予{が上るように、少しでも役にたてたらと思いま

す。

そうそう、{土-!Icヵ、j}jけていました。どこかのC

Mではありませんが、 「明るい職場」 ・「楽しい

職場」 ・「やりやすい職場」では、仕事は自然に

消化できるものと自負しています。

ながながと書いてきましたが、とにかく作J~;で

もヵ、んばりますので、どうぞよろしく 。

坂本宏信

2月の終りに友人と山|塗へ旅した折、J:ji中てi先

もうと用意した 1冊の本は、私にとってショ ッキ

ンクだった。小紋主i氏若作「小松l主tいたずらに」
は、域;を作った時々の心境を書き綴ったものであ

り、歌手以外の他面性をも垣間見せてくれた興味

ある 1HUであった。その影響か、書き始めた日記

も大学ノート 1冊分近くになった。

4月から教養部に絡を置くようになってから慌

しい毎日を送っていて、自分の心lこ間L、かけるゆ

とりもなく今日に至っている。多くの方々が働し、

ている教養部で粘一杯働いて生きていたという証

を刻み込めるよう頑張る所存です。現ゐ書きtiiっ
ている日記をいつか読み返した折に悔いることの

ないよう前向きの姿勢を保っていきたいと考えて

高松肇

4fJに医学:昔11経王虫掛より配置換になってからは

や 5ヶ月ヵ、過さ最近やっと教養部に馴れてきた感

があります。

最初、仕事はもちろん学生の多さ、スポーツ施

設の多さに )J~¥，.、ていましたが、まわりの方々に迷

惑をかけながらもなんとかやってきました。

又、グランドヵ、あることは、少々?運動不足気

味の私には大変あリがたく、できるだけ活用して

いるのですが、その効果はもう少し先のようです。

仕事その他みなさんの所へ何うこともあると思

いますが、用度掛で一番芝山、のが彩、ですυ

これからもよろしくお府l'、致します。(用度掛)

いる。

小綜村氏ではないが、何面も兼ね備えた人間lに

なりたいと思う 。今の私にとりその余裕はないが、

流れを 1日も早くつかみ余裕をもって何事にも取

り組みたいと巧える 。 欲?~~き男ですが、御指導の

起をお願いします。

松本敏幸

い自己紹介"こんなこと何年ぶりかなあ・・・ー・。

確か中学に入学した時以来て"は…

あれから?年、早いものである〔同期!の桜も、

今や中年の良きパパである〕 。

正直なところ「作文」というやつは、昔から大

の苦手で、図っているのだが、とにかくこの原杭

用紙をぬりつぶさないことには、教養部の一員と

して、認めてもらえない雰囲気なのでがんばる事

にしよう 。

さて、早いもので神戸大学にお世話になって15

年である。

医学部に始まリ、農学部、文学部、そして現ギl

である。

その問、朝から夜まで仕事に追われる初日であ .

った。が、その間隙をぬって人並に恋もし、失恋

も経験して、現在の大きな向分を築いてまいりま

した。 c体重73kgの意味です〕 。
本当にこれと 言って何も取得のない夜、ですが、

持って生れた財産が有るのです。

それは、 I 'VJるさ」 ・「オモシロさ」・「やさし

山内利夫

4月1日から附属病院から教養部へ配置換えと

なり!，'.や 3ヶ月、本来ならもう 仕事にも羽11れる頃

て、すが今だに自分白身の力量と勉強不足のせいで

皆さんに面倒はかりをおかけする初日、日頃のご

厚芯、には痛く感謝しています。のんび りとした位

絡のせいか仕事の判断が人よりも巡〈、遅いだけ

ならまだしもミス前りつづけて周囲の方達に大変

迷必をお掛けしています。本当に申し訳なく思っ

ています。

病院では神戸大学の中で一番掛員が多い掛にい

ましたが、その中では年齢的にも経験年数のIで

もいわゆるrl"'棋の位置にいたのですが、こちらに
来てからは今の掛の中では一番ギ山、人で私と同じ

年齢であとは皆さん年上の}jj主ばかりで、私自身

そうす くはないのですカ、気分一新、 ーからやり直

せる絶Hのスタート機だと巧えています。
一つ一つH争中も党えていき一日でも J，'.<皆さん

--14一

の仲間入りをしたく思いますので今後ともよろし

くお!むい、します。それからこちらではスポーツカ、

盛んで私自身も畳休みにテニスを教えていただい

ていますがそれも教養部に来られた事の良かった

点だと思っています。お111¥1な方がいましたら又テ

ニスにでも誘っていただけたらと思います。よろ

しくお版{，、します。 (教務掛)

仲 俊之

昭和57年4月1日付で、教養部第二課位樹、に採

用されましたホヤホヤの職員です。

何をやるにしても、要領カ、悪〈、失敗の連続で

した。しかし、 4ヶ月経った今、少しは慣れてき

た感じがします。この 4ヶ月間というものは、本

当にあっという聞でした。これからも、迷惑ばか

りかけると思いますが、よろしくお願い致します。

ここで少し、私の事をお話します。

昭和34年10月13日生れの22オです。生れは大阪

市内です。趣味は、 ドライブ・旅行・レコード鑑

賞 etc，…。見知らぬ所へ、ある日突然、あても

なく、ふらつと行くのが好きです。放浪癖がある

のでしょうか。又、教養に来て、野球ヵ、できてと

ても満足しています。 (第二課位掛)

仲田摩耶子

わたしは、この春、神戸大学農学部を卒業しま

した。でも農業については少しも知らないのです。

農芸化学科でしたので、やることと言えば化学実

験ばかり 。あの広い農場には一度も行けなかった

のは、今でも心残りです。その代わり、いろいろ

な工場見学に行ったりして工業のことには少し強

くなリました。ともかく、なかなか楽しい学生時

i~でした 。

4年前よりずっときれいになった教養部へ勤め

てもう 5ヶ月め。まだ学生のような気がして、ち

っとも ~i社長らしくなれないまま、夏イ木みになりま

した。学生達が休みに入ってカ、ランとした校舎の

中で初めて、 「ああ、学生じゃないんだな」と思

う始末です。

家は大阪市内で、 4:u日、偽田周辺の雑踏をくく
り抜けてかよ っています。大阪はいつもオモチャ

符lをひっくり jl_，(したような、おもし ろL、街でとて

も好き です。わりと休を動かすこと の好きなやん

ち ゃ娘ですが、おとなし く Hf~ を縫っ たり料理なん

かも釘きです。車内一村、日VJるく、頑張りたいと思い

phυ 



想-一随

当世中国見聞録

子'即日美崎|司どうぞよろしくお願い主文します。

(化学教主)

ます。

で覚えた日本語というが、通訳が勤まるほどのみ

ごと なものであった。しばらく散歩して記念搬出入

「謝々 j I両見J と別れた。ところがなんと、翌

日西冷析のところで詞び出会った。文字通り荷見

である。後日上針。 で 、 ~IJ 匝!の事情通に 「彼はいつ

古小、ているのか」と訪ねたら 「おそらく知識待業

者、つまリ失業青年というと ころでしょう」とい

うこと であった。

百家争鳴

総じて中国の人びとは語学に堪能で、ある。早朝

西山IJ々 畔に出るとベンチというベンチに沢山の人

が)肢を下し、 湖面にri'Jって大声を発している光景

を見る ことが出来る。めいめい英語 ・日本語 ・仏

語などのラジオ講座のテキストを略語しているの

である 彼等の半が出動部jの労働者や、登校前の

学生達であると いう。青年K氏の日本語も 、こ う

して覚えたものなのであろう 。

Party券135円也

中国ーの名茶 「竜井茶」 の飲み過ぎで、少し

Coffeeの祭持JifiEtkヵ、出てきた。ホテルのロビーで

一杯飲む。代金伍角也。 日本円にして68円といっ

たと ころか。日未はインスタント ・コーヒーよ り少

しましな(立である。 またホテルのあちこちに

Dance partyの案内が貼ってある。参加料一元也

(135円)は、これもまた安い。ただし、夜11時か

らというので参加は見合わせた。聞くと ころによ

ると、ディスコ風の踊りもあったよしである。

(文学)

夫堀

"議陶JJ:

fLは今年 5JJ 20日から27日までの8日間、付|文

学会訪中代表rllの一民として、北京、抗州、 UN

の三都市を!nJ勺てきた。そのtJrの見/:lrJや印象をこ
の紙1Mをかりて少々ご被保しておきたい。

j莫俳

Ll4λの11t)，)そ予 4~にした中医|誌の何百寺を くj英俳〉

という まだ'4:.まれて二年にも ?~I:jたぬ新体詩であ

るが、 1N:II~~宇íl土大の j礼日家である I也撲初氏 ( 中間

仏教会々長 1、村、々氏(中|王|作家協会副会長)らで

ある、両氏の説明による と 、 1980年の鑑真干lll~;í像

のm帰 りの際、干目前，iJ象に対する芭!:(，;の献詠「若葉
して{制lめの15ぬくははや」を知って!感激、中国の

新しい民衆誌としての漢俳を創始したという 。日

本文化交流の原史を正統に承け継ぐ文化運動とい

えよう われわれは21日北京時鴨!古での飲迎H免祭

会でも、 22FI北京飯庖での答礼の:呉で も、i英j1tの
将来を子祝して、何回となくく漢俳に乾杯〉 と盃

を重ねたのであった。

姿三四郎

北京飯応での?主要はi夜8a寺でお聞き となった。
当夜8時半からテレビで「姿三間J!ll¥jの放映が始

まるからである。日中友好協J会の村井氏の話によ

ると、この姿三|川虫1¥の政11央が始まると、 Hリt耐自(f':・

街頭 ・r.tili負からすっかけ人iろがなくなるほど人気

があると いう 。部屋に帰ってテレビを見ると、 竹

脇無我主演のテレビ劇であった。 後日中国の友人

に人気の秘密を聞くと 、即座に「正義!惑と愛同心」

と答えてくれた。

亭主関白

テレビといえば、 抗州飯山での歓迎晩餐会での

こと、中日交流協会のT氏が ' 11) :夜ぐffJl~、的夫〉

というキャンペーン番組が枚映されたが、 ~~子主I'kJ

Hを自認するノj、生としては、かかるイ谷悪番組は迷

惑:=f桜て、ある」と力説していた。傍らの通訳桜利

々女曜日かニヤニヤしなカ、ら聞いていたが、j問の勢

を作↑りるということはどこの打|にもあるらしし、

私が日中友好のあつい述帝感をこめて、 T氏と凶

いfT;.!予を交したことはいうまでもなしL

知待青年

抗州のl，qiMJI立中If:1随ーのhrll光IJ)J加なf坂長地てあ
り、文学ia閥、の多い観光地でもある.24 U午前11
Hキ頃、独りて洲町|を欣Jt<してわると、 I.j本J告のう

まい!'j'年 iく氏に戸f をかけられた e 日本訟の勉!J~lの

た灼少し 一緒に Jj;、かせてくれと いう。ラシオ講座

はじめまして、I'LI)Jから副書館でお也 l治になっ

ています問的夫1;IIJ _ { です 。 1 1 '.いも ので、神戸大~~f:

に米る僚になって 4ケ}jたちました。故j丘、 よう

やく 仕事になれてきたのかなという気がしていま

すが、またーまだ1'1分のrl"で凶書館員とい う感覚カ、
しっく りきません。つい数カ月前までは、 ..q.(を探

してうろうろしていた人聞が、カウンターの中で

n山業務をしているというのは自分でも不思議な
気がしますし 、古ー包lJを品、いているとついまださJ:生

の気分で本を子に取っていた リします。これから

は、とにか く自分の仕 l討をもうとスムーズにでき

る僚に、また図書館のいろんなことにも目をII'J(t
ていきたいと，思っています。

さて、神戸大学にきてこの4ヶ)Jの I~\Jにいろん

な方にお会いしました。私にとっては、松初の峨

場なので、 「どんな所なのだろう」とし寸 不安ヵ、

あったわけですが、図書館の }jはもちろん教室の

方やいろんな方から戸をかけていただいたり、坊

っていただいたりして本当にうれし く思っていま

す。これか らも、何かといろんな中で、お世話に

なると思いますが、とうぞよろしくおWti，、しますむ
(図書館幣.fjI掛)

子

今年の 3月に神戸大学農学部を卒業し、 4)'jか

ら教養部生物学教室の十主体I補佐民として勤務して

おります。初めのうちは、つい先日まで気楽な学

生の身分で歩いていた、その拘lじ道を通勤すると

いうこと で、何か恥ずかしいような懐かしいよう

な不思議な気分がしたものですが、放;5:になって

ようやくそれにも慣れてまいりました。

私は大阪生まれの大阪育ちで、現イ1:、大阪城の

見える市内城東区に住んでいます。t止が世なら「
太 l却さんのおIJ~~元」とでも申しましょうか、天守

閣をjfllぎ見ることができる、なかなか良い所です。

高校時代は淑やかに茶華道部などに入っておりま

したが、 大学では心機一転、馬術者1¥に入部し、以

来、馬への愛慕捨て難く、今でも馬場の償を通る

H寺には居Jlが馬小屋へ附]，、てしまいます。まだまだ

学生気分の抜け切らないとこ ろカ、あ り、仕事も不

慣れですが頑仮ります。どうぞ、よろしくお願い

申し上げます。 (生物学教室)

13 本堂

'慎

9 W1 日付ーで、~~~ ti 大~~!・教育学部学務係より神

戸大t学教養部学生般に転任してきま した。今思い

出す:1';は、 6年首iJの 7)jのiiです。その頃私は、
滋 f1大学と 神戸大学の出般を受けました。結果、 ~~~

11大学に採用されるこ とになっ た訳ですが、あと
10分(，、ゃあと 5分かな......)神戸大学のJ求刑内

定通知的、 1 1 ' ければ、~~~tt大'γ:での'ti，riはな く、神
戸大学に米るーJ';になっていたと思います。それ7う、
今こうして窓から比えてくる、いままでと追った

訟:色を凡ていると 、不思議で妙な気付ちがしてき

ます。あま りに突然でびっく りしたのと住みなれ

たa~ tt 大学を~~~れるのは忍ひ剣i い思いをしました

が、初心lこ'}-'IIってーli)i!懸命ァケンハ リますのでよろ

しくお防!，、 します。

追仰

なんでもないJ;kをファインフレーにはせるよz人、

羽尉貧打でクランドをi'JIlかした迷選手です。よろ

しく 。 Ui・生H卜)

JII 子

自己紹介をさせて引きます。神戸の垂水で生ま

れ育った生粋の神戸っF、家はi漁業を営んでいま
す。釣 リ船の相談があり ましたら私が紹介させて

mきます。(あっ 、宣伝してしまった。)
この大学では、体育教室で仕事をしています。紋

;!iどうにか孫ちついて仕事が出来るようにな リま

した。先生方の数も多くやっと IJiiと名前カ'-H:し
ました。体育だからスポーツ万能と思っている人

もいると思いますが、決してそうではありません。

中学 ・高校では、軟式庭球をしていたので人並 ぐ

らいは打てます。大今ιでは、体育'HJ文で-!凶リ の
運動をしましたが、 「うまい/j とは言えません。

大学のクラブでは、創作タンスに入っていました。

(みなさん篤かれますが一見そ のよ うに見えな

いのでしょうね!?)自分のできないことをやろう

と思って入ったのですが思 うように体ヵ、動かずli<i
みま した。今では、創造力も也かになり、体も柔

らかく思うように動かすことができるようにな り

ました。(ほんとかな?) t' 1 分にとって ~I" i;\ に フ

ラスにな りました。ここでも持ちjjiJのファイ トで

頑張 ります。(体育教主)

井，
#斗
t

品
刷
V
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王君の語ったこと

忙しく忘れっぽい 日本人のことであるから、い

ま問題になっている教科書検定をめぐる近隣諸国

との問題も、この文章が活字になる頃には何らか

の政治的決着がつけられ、忘れ去られているかも

しれない。しかしそれゆえにこそ、この機会に伝

えておきたいことがある。それはもう十数年もま

え、ひょっこ り17、8年ぶりにやってきて、日本

の繁栄を喜んでくれて台湾へ帰った友人が僕の脳

裏に残した言葉である。

彼は王君という 。すでに昔話と聞こえようが、

王君はかつての日本の植民地台湾に生れた。彼は

旧市IJ中学に進学する能力を十分にもちながら、た

だ彼が台湾人であるという理由だけで、日本人子

弟を優先的に入学させる差別政策のため、台湾の

中学へは入学できず、幻)，、身ではるはる一人海を

渡って、そのような差別のない大阪の夜間中学(

これじたいがまた戦前の社会的差別の産物であっ

たが)に学ぶこととなった。身をもって日本帝国

主義政策を体験した彼は、あの「聖戦」に酔って

いた日本で、 下校の車中に「特介石は偉L、」などと

公言してはばからず、われわれをはらはらさせた。

この王君が、荒廃した日本を去って台湾へ帰っ

たのは、 日本の敗戦の翌年であった。

そのご文通は続いたが、久しく会うことのなか

った彼がやってきたのが、十数年まえである。大

学の工学部を出て発電所に就職した彼は、たまた

まその発電所が日本の企業から発電機を購入し、

技術指導を受けるため六ヶ月の予定で来日した。

方々の工場を見学してまわり、大阪に滞在中に数

回訪ねてくれ、っきぬ話に若い時代に帰って夜を

ふかしたことである。いろいろと語うた彼の言葉

のうち、忘れることのできないものが、二つある。

その一つは、ある日おだやかな調千ながら、か

なりの憤j惑を内にひめて、彼が日本の官吏につい

て述べた言葉である。今はどうなっているか知ら

ないが、当時は日本に滞柏する外人は、消tl地を
変えるたびに外務省の出先機関に届け出なければ

ならなかった。と ころが、この出先機関の官更の

王君たちに対する態度ヵ、きわめて償制て、あるとい

う。そして彼は、 「僕たちが欧米人であれは、こ

んなことはないだろう」と言う 。この言葉を|甘い、

たとき、 1業はノ、ッと し、かつて日本が台湾や朝鮮
や中国で行ったことを顧みて、 j}主の出~!を正悦でき

なかった。

居安 正

いまひとつは、彼が工場でみた日本の労働者に

ついての言葉がある。帰台もjl]:ついたころやって

きた彼は、話の前後は忘れたが、 「日本人は上役

に対して卑屈だ」という 。日本社会になお近代的

な人削除l係が確立せず、企業内に封建的な身分秩
序が桜深〈残っていることは、多くの人の指導す

るところである。しかし、これを王君から指摘さ

れることは、僕には意外であった。というのも台

湾は日本と同じか、あるし、は日本よりおくれてい

るのではないかと思っていたからである。聞いて

みると、台湾では日本のような卑屈な態度はみら

れないという 。 i~色はまた自らを恥じた。僕もまた

アジアのなかで日本がもっとも進んでいるといっ

た、思い kった考えにとりつかれているのを知ら

されたからである。

当時すでに日本は国民総生産が自由主義諸国中

で第二位を占め、それとともに戦後しは、らくはき

びしい批判と反省の対象とされた「日本的なもの」

が積極的な評価の対象となっていた。それは、日

本の奇跡的な成長に対して生じた海外の 日本フ

ムに応じるものであった。日本社会にかんする外

人の著作もふえ、そのいくらかには僕も 目を通し

た。しかし、それらの専門家の著作よリも、平凡

な友人王君の右の二つの言葉のほうが、はるかに

鋭〈僕の胸にくい込んでいる。それはわれわれの

醜い性格 相手が弱小で、あれは‘尊大となリ、強

大であれば卑屈となる枚威主義的、事大主義的な

性絡を的確に指摘し、反省をせまるものだったか

らである。

そのごも日本の経済成長は、僕のこの小さな反

省とはかかわりなく歩みを進め、日本は経消大国

となった。そして、いつか日本人を12オと評した

マ ソカーサーの聞の社会学者からやJapanas No.1" 

とおだてられると、かつては批判の対象としたも

のを、いい気になって讃美する風潮もみえる。だ

が、われわれは半君が指摘したわれわれの醜い性

絡を克服したであろうか。日本をたたえる外人ば

かリではない。とりわけ近隣諸国は、われわれを.

欧米とは異った見方でみている。このことは今回

の問題が明らかにしたとこ ろである。 A君の言葉

を耳にしてからもう ←1・数年たつ。だが、かつて敗

戦を終戦といいくるめた仕方で、その見方を変え

られると忠っている人びとをなお政府にもつこと

を、1文は何とも残念に思い、また王君の1]11が正税

できない気がする。 (社会学)
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体重29.8kg、栄養要注意要養護

長〈、そして暑い夏休みの最中、また戦後三イ令

数回目の八月十五日を迎える。今年もまたこの日

を中心に、テレビでは特集番組として第二次大戦

時の戦中、敗戦そしてその後の日本 ・日本人のM.
Rしした姿が放映されることだろう 。H百和30年代後
半に生まれた学生諸君達にとっては、白票、の映像

のなかに父母あるいは祖父母の世代の日本人の姿

があると説明されても、自分カ、生まれる卜数年前

のセピア色の写真葉を見せられるに似て、ただ戸

惑いを感じるだけのものであろうか。というのも、

戦争体験の未体験世代への語り継ぎの必要性が云

われながら、自分自身の事情を振り返える時、残

念ながら十分行なっているとはいい難し、と思うか

らである。また、最近一部の映画やアニメ作品の

中には、 、、戦争もの。が若い人々に受けていると

いうこともきく 。作品を見ずに意見を述べる こと

は、的はずれかもしれないが、それらの作品が戦

争資美の内容ではないにしろ、戦争にともなう人

間の行動の残酷さ、あるいは醜さが見逃されては

いないだろうか。

昭和20年、敗戦の年、中学 2年生であった私達

には、戦争に伴う過酷な嵐はむしろ敗戦後 1-2 

年が最も激しかった。

先年、 中学時代のクラス会誌に、 X君は敗戦直

後の思い出の記で次のように述べている。

「中学三年生(昭和21年)の通知表の中の身体検

査表カ、忘れようとしている思い出を青々しく浮か

ばせてくれるのです。身長147.4cm、体重29.8旬、

栄養要注意要養護とあります。そんな事はわさわ

ざ校医先生から指摘されるまでもなく、私自身、

誰よりも良〈知っていました。然し、もう半月以

上も、まともな魚、や野菜はおろか、米粒の姿も見

らい身で、どう栄養に注意し、どう養護せよと云

うのでしょう。 ……」、 「当H寺の夜、が、人殺しゃ

大それた悪事をしなかったのは、 f可も道徳心や倫

理観からではなく、たまたまそのチャ ンスを得4
かったか、それともそれだけの体力と勇気が無か

ったからに過ぎません。そんな私でしたから、ノl、
さな~~';は数限りなくやりました 。 型f荒らしや、

陪l市での万引などは惑とおの中に入りません。友人
の家を訪問して、家人の日を盗んでの涼みH食い…

ぁ、、friI故、夜、はこんな "~.;. を色iI'Jしているのだろ

うoJ X君と同じコースで通学していた私にも、

j度会節夫

異常なほどの痩せ細った身体のX君の印象カ、銭っ

ている。しかし当日寺の食糧事情からすれば、私も

それ位変らなかったのではないか、 X君より背が

低いだけに白立たなかっただけかも知れない。手

元に昭和21年の資料がないので比較することが出

来ないが、昭和22年、私の中学四年生(現在の高

校一年生)の身体検査表の数値は、身長142.8cm、

体重36.2kgが記されている。現在の小学4-5年

生位の休格ではないだろうか。また、私自身も当

H寺、何か食べる物をと、大阪駅前の闇市(現在の

阪神百貨庖附近?)を何度か一日中俳佃した記憶

が今でも残っている。

なお、 X君は現在名大教授のU君や、阪大教授

のY君と共に、昭和23年の春、学制改革による中

学校の新制高校への移管に伴う男女共学実施に、

胸を躍らせていた我々を尻目に四年修了後旧制大

阪高等学校に進学し、通常より一年早〈大学を卒

業後、現右、某一流企業の管理職として活躍して

おられる。 (化 学)
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[r-原四朗

数ですが務数 a、bに対し xX a二 bとなる xは

幣数とは|浪らなし、。われらの先佃は分数というも

のを考え出した。二つの連続関数 a( t )と b( t ) 

の問につぎの約分iviJ:i.*をほどこして c( t )を得
たとき、こhを

a ( t ) * b ( l )=丈a(.r) b ( l -.r) d 戸
c ( t ) 

で表わす。逆にi生続関数 b( t )と c( t )を勝子に

与えたとき上式をil<l.jたす述統|羽数 a( t )があると

は|坂らない。i量{算*の逆算として a( t )が存イiし

ても、存在しなくても a(t)=c/bを導入して、

これらを泌鈴子としけ。新しい演算子法では二つ

の無|以数列

I a 1ニ 1al)1 aj. ...… a川 …...1， 
I bf = Ib，，， b1，… ..b川……!

に対 L， laf * Ibf = IcfとIc，門 Cl'… 

; 広…一報Uい一……カ判州向吋6臼附問l月巾一号引l
た踏み出したことに4な.る i
一一一-Romewas not built in a dav. 一- i 

数学教師 50年生の今は

教養部広報が発行される毎に私のような旧教官

の許へもお贈り下さいまして、ありがたく併読さ

せて頂いています。殊に旧知の方々の記事は楽し

く拝見して感謝しています。例えは、必60の森晴秀

さんのは情こまやかな名文なのでことがどう運ぶ

のかとハラハラしながら読み耽り続けた。森さん

がこれほど植物に対する繊細な感情の持主であっ

たとは大学紛争の頃の教授会の席での森さんしか

知らない夜、には想像もつかず驚きました。またと

もに草花を愛する同好の人々の姿をこの広報記事

の中に発見して嬉しかった。貴重な紙面を割愛し

て頂いたが、詩情豊かな文は書けないので近況報

告で勘弁願います。

彩、は東大を卒業して50年になります。はじめの

10年は豊中、新潟、高津中学に勤め、その頃は毎

日補充教材のフケリ版作りや放課後運動部員の相手

で生徒に奉仕する 日々でした。昭和17-24年はIU

姫高教授であったが、戦時中の勤労奉仕、学徒動

員や終戦後の食糧難時代で教官学生とも心身を消

耗し学徒として実り少ない時期であった。

24-25年は神戸大学創設期で、教養委員として

度々姫路分校主事のお伴で神戸へ通った苦労を思

い出す。 30年頃から学生の学究心も高まり、数学

問好会の形もでき、その指導役を勤めた。

私は卒業以来先生と仰 ぐ人もなく独学て、コツコ

ツと数学の勉強をしていた。37年頃ミクシンスキ

のあの大部500頁のOperational Calculusの本を

見付け、面白く、有益なので翻訳を志したが、一

平く京大等の 3教官が翻訳権を出め、在、の方はも

のにならなかった。然しこの本を克明に読んでい

たので後の研究に花を咲かせることになった。

39年、姫路分校は御影分校と共に鶴[1'に統合さ

れ、私ははるは、る姫路から通勤する身にな った。

一方毎年の学生増で学生の面倒見もできす、 きら

に大学紛争の時代となり、 学舎を封鎖する学生と

は異和感強 く次第に学生とも疎遠になって行った。

在、は57才から方針を一変し 、自分の勉強に重点

を置き、珂一学部数学教室の外国雑誌を読み初めたυ

そこで Duffin，Duris: Aじいnvollltionprocluct fOI 

discret巴 function theorツ 1964を見付けたコ

私はこの合成積の演算の逆算としてミクンンス

キ一流に離散解析関数の泌符子を導入して Duffin

らの結果ぬを鋭、張し、 11変数の離散解析関数論を

開拓したのが私の学位論文です。

1970年神戸大を定年i基験し、|制山理大ヘヰとて、

71年U.S.AのJ.Math. A.nal.へ 論文を発表した !

75年、雑誌 「数学」へ 「離散解析|主j数の理論」 の総

合報告をした内7前年羽. .Je口tschi土Bemerkungzu 

den disk retena nalytischen Funkti¥)nenで弘乃村、拡ー

した離散解桁関数の定義に基つく差分hf'c.i:¥:に問
する論文を発表した。私はそtLを見て、{皮の手法

を彼の!日論文を調べて理解することができた。こ

の Jentschの方法を新しい演算子法と名付け、初

心者向きに構成し、実用的に多くの解法を例示し、

81年9月に数学教師50年記念として発刊したのが

中一原、春本共若 新しいほi算r法と縦散解約1関
数論である。

私の論文号Ij柑IJ送付の依将l状はlJ本同l村からは皆

無であるがヨー口 、リハ、カナ夕、アメリ力、イノ

ド、タイワン、その他から多くあった。タ イワン

からは短期招へいの詰もあうたが、病身のため断

念した 2 カナダ、ウオタ 'J._一 大の伝木氏への別席IJ

送付ーから同氏との交際か飴主り、 i主に;岱木1¥を岡

山理大の大学院教有として招来したのカ、 3年前で.

ある。この苦手木氏の協力により腎存か世に出たわ

けです。いま学部のJ受業や院f上の4ざミにテキスト

として使用し演算 fーの慨念を宣伝しているもので
寸 3

ここまで辛抱し読んでl貰いた方々特に理f'1系の

の方々 はもう少し干抱してドさい 、も与数の ft'iは t~

Cn=aobo1 Cl ニ a"b 1 ~ト aj bn1 ・・・・・， Cn=.2: ar 

r
 

L
U
 

いわゆるコーシー積を演算牢にとった演算子法で、

差分方程式の解法に活用される。

昨年秋在、は悔固め紀伊国屋で Iz変換入門」と

いう新干Jj蓄を手にして巻末の公式集をジツと見て

いるうちに拙蓄の公式に類似していることに気っ

き，その書を買い調べた結果、両者が向型である

ことを証明した。これを基に本年6月に z-Trans-

rormation by the New Operator M巴thods，Proc， 

Jap， Acad.を発表した。また雑誌、「数字:セミナー」

の iíii~ 子法特集号に íl返せた解説記事の中に「たと

えて言うと宇宙空間の所産の実験工場が地球上に

あって z変換という形ですでに用いられていたこ

とになる。したがって決算+法に必要な諸公式は

既知の z変換の諸公式を転用すればよく、逆に z

変換を使用する工学者らはラプラス変換、複素限l
数論の，)，q遊だけ学習すれば事足りるわけである・・・

スペース・シャトルで三宇宙旅行をやれば莫大な費

用と←|分な訓練中備が必要だが、われら数学者の

宇宙旅行は頭脳さえ健全でlあれは‘タタですむ。あ

りがたいことだ。アノ、ノ、…・・」とあるのは、われ

らの決算子法の効用を説いた解説である。このよ

うな話を交えてゼミ生に対して数学の解説を楽し

んでいるのが教師50年生の近況であります。神戸

大砲職中から現{tーまでにいろいろの病気を経験し、

いろいろ入院手術を受けたが幸い退官後12年間生

き続けている。ところが白内障の手術をしたが今

は視力も弱まり、歩行も危険なので、もう教師も

退職すべき時ttJJだと見ています。それまでiこもう

う一つ論文を書くべくこの夏も頑張りたい。

今朝もアメリカフヨウの大輸の花が朝 日に輝い

ている。気持のよい朝だ。仕事もはかどるぞとレ

ンズを通して辞書を号I¥，、ている現状です。

(元教養部教授・数学)
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の

「広報J5tl号に停年退官の枚拶《さようなら〉

を書いてから、六守lf;の西、伯母野山の松陰女子

学院大学につとめて一年半。英文科学生へ専攻、

経歴などを自己紹介の」節に '11免針1を勾にしなヵ、

ら、中世の秋のみのりの務総，[i!iいを続けている」

と書いた。たまたま手元にある「ヘボン和英語林

集成」でGLEANをひくと“ochidowo hirou" と

ある?)いつもこんなことをしているわけではな

い。昨年担当の特殊講義の科目でアルファベット

の由来をあっかい、その夏の公開講座に「ローマ

字の話」をした。今年はその続きをすることにな

っている。

フェニキャ文字を承けたキリシャ文qじを、ロー
マ人はラテン文字としてヨーロッパ世界に広げた

が、ギリシャ文字のi1fGれをくむキリル文字(ロシ

ャ文字)は東ヨーロソパに侍った。つまり同じス

ラウ族でもローマン ・カトリ yクのポーランド、

チェコなどはローマ字を使いながら、ギリシャ正

教下のブルカ、リヤ、ロシヤ、セルビア諾などはキ

リル文字を用いている。文字学者ディリンジャ

氏はこれをAlphab巴tf ollows religion. と言ってL、

る。イスラム圏のアラヒア文字もそうである。Jや

命後1920年代に折角アラビア文字をやめ、ロー7

'芋を使い始めていたソ速のトルコ語系アゼルパイ

ジャン、キルギス、ウズベソクは1940年以来キリ

ル文字になった。 Alphab巴tfollows regim巴.と言え

ようか。同じ回教のトルコは第 l次大戦後、大統

領ケマル ・パシャの英断によって、 トルコ訪の表

記に不適当、不便なアラビア文字を改め、ロー7

字を採用して今日に至っている。 Alphabetf ollows 

reason. だと私は思う。表語表意文字である漢

字の中国でも 、同語羅馬字、技「化新文字の主リ長

や運動があった。人民共和問成立後、持音};3長も

きまり、簡体字、横書きもすすみ、まさに「文'[:

改革」は百年の大計であろう 。

しかし、何でもがrationalにばかりゆくもので

はない。nationalなものが働〈。三千年米ギ リシ

ャ人はその文字を守っている。新生イ スラエルは

古典へフゃル話を復活し、へフ、ル文字を凶宇として

いる 。 1英字、 nt~名併用の惚維な文字体系を持つ我々

の文字問題意識も情理左右にゆれるのである。現

イiの我々の文L子生活は特異な日本語と共に、左右

両月i追を動かし、日本人の活発な活動を生む、日記は

一つの要ltjにならているのかもしれない。上;Jjljt-

H・0
、- ろ

一特別エ ッセイー

飯雌亨

!21 1:fIJ にはゆかない の 実は夜、も、ラテン')'ーの 9t ~tト
，):-プゲ フラノプJ

もう今世紀完全に国際語となり、ア/グル(隅っ

こ)新などと云っておれないーーから楳千へ組j在

感が彩る。ri'J英淡|羽辺倒lである。通勤の'1上中i英語
の本を日光むことがよくある。

この容は「対聯極言んというのを読んだ。対1[;節

は中包;1の家屋の門や戸には りつけた亦ぃí':l~に奇か

れたー将の二行詩である 。 春Jf~~ とも 言 う 。 l.i..に各

l併を応酬する皆的遊戯の具にもなる。十九世紀末、

侵略戦争発動の美英法俄徳意奥日等八同との会談

の席上、某帝国主義国家代表が倣然、 「琵琶琴芝、

八大上、玉ji右上」と上聯を示し、下聯をせまっ
た。列車の一中国人が言Fに、 1魁魅魁魁附小鬼、

鬼鬼犯iUJと応じたという 。路上で“1never 
make way for a f 001.'、 と言った柱l子に、凶Don't

you ? 1 always do." としっぺい返し、道をゆすっ

たエリザベス朝の文人の有名なrepart伐を憶い出

す。又、 IJ<}語童話の小冊を英語のnurs巴ryrhyme 

と比べながら、読んでたのしむ。

そして、村井弦斉の「食道楽」に、日IJ-Iifiの気付
と空11{の馳走をl味わい、 l時に現実の天婦!ii"-をたへ
なヵ、ら、新聞の政治、社会l色iをながめつつ、 O

tempora I 0 mores 1となげくこのごろ。 (57. ~ 

23) 

(詰)いつか教養部で読んだテキストに、可愛

いい女の子の頬にpimpleが、とあゥたのを pはd

かと疑ったことがある。

( jじ教養部教佼 ・英語、名誉教段)
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一留学生便り一

中国政府派遣留学生紹介

私は申します。今年の四月に中国から

まいりました。今教養部で勉強しております。

日本へまいったは‘かりのとき、どうもなれなか

ったです。習慣が違いますし、また大学の生活も

大部違っています。今もう五か月がたちまして、

ずいぶんなれました。

因ることといったら、やっぱり言葉のことは一

番の問題になります。しかし、日本人と一緒に生

活して、だんだんなれると思っております。

名前 回 生年月日:

出身地:中華人民共和国湖北省武漢市

出身校 ・a学
性格:ちょっと引っ込み自案であって、自分一人

でものごとを考えることが好きです。他の人と友

達になりやすくないですけれども、もし、友達に

なったら、きっといい仲間になるにちかι、ありま

せん。

趣味:詩を読むことと、歌を歌うこと、そして、

音楽を聞くことと、旅行をすること、恥ずかtしな.

がら、勉強をさぼることも好きです。

一言:ぼくは祖国を離れて、日本へ留学に来るの

は、単に法律を学ぶだけじゃなくて、さらに、日

本の社会を勉強する ことと、日本友好のことはも

勺と重要であると思います。だから、ぼくがここ

にいる四年間に、いろいろなことを教えていただ

きたいです。これから、いろいろよろしくお原Hぃ

致します。

日本へ来てもう三カ月もたちましたが、まだ来

たばかりのような気がします。というのは友達も

たくさんいるし、また見物とか、コンパとか、い

ろいろな活動もあるし、楽しんで過ごしてきたか

らです。

私の出身は中国山東省の青島です。神戸へ来て、

第一の印象は“神戸には山もあるし、 j毎もあるし、

町もきれいです。青島と似ています。僕はもう好

きになった…・・・"です。

まだ一年生ですので、いろいろな本を読んで、

いろんな知識を身につけたいと思っていますが、

なかなか時間もあまりできないし、日本語も読み

にくいので、あまり進めません。

神戸大学には各国の留学生がたくさんいるので、

私はなるべく多くの留学生と一緒に遊んだり、話

し合ったりして、思想を交流して、各国のことを

知りたいと思っています。また、多くの人々に中

国のことを理解してほしいと思っています。

教務長卜の先生方や、留学生担当の先生方にはい

ろいろお世話になりまして、今後もますますお世

話になると思いますが、たいへん感謝しておりま

す。
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;fJ、は中闘の江蘇省鋲江という所から日本にまい

りました。鋲江は南京のj!i:くでお酢の産地として

全国で有名です。中国ではもし誰か鋲江へ行った

ら必ずお酢を何瓶か買って持ち帰ります。もう習

慣みたいになりました。だからこそ、もし日本の

みなさんの誰かが中国へいくきかいがあったらぜ

ひそのお酢を味わっていただきたいと思います 。

私はことしの四月一日はじめて日本にきたので

す。今農学部の一回生です。専攻は植物防疫で学

部に入ったら遺伝についての勉強をする予定です。

どうぞよろしくおねがい致します。

私の趣味としては卓球なのですけどそんなに得

意じゃなくてただ好きなだけです。残念ながら日

本にきてから卓球クラブにはいらないとなかなか

卓球がやられないのです。後期になったら体育授

業でやれると開きましたが今待っております。

勉強のほうではまだ困る事があります。日本語

については聞きとれない所はまだ多いんです。英

語は高校ではそんなにしっかりやらなかったので

今たいへんです。でもこれらは私がき らいという

ほどでもあ りません。私は自信を持って頑張って

いこ うと 思います。これからの四年間、どうぞよ

ろしくお願い致します。
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(写山左か圃・・島各君。

奈良興福寺にて)

一特 集一

一一私のこの一曲一一一

? イト」や木とともに背楽は我々の生活の戟ひを支える大きなねである。制袋、委員 1 
2 会ではこのたび、日頃愛好しておられる数多くの1111の中から強いてー曲を選 i 
んで く私の 「この一曲 J>とし、それにまつわる思い出や恕念を記して下さ i 
るようにとlJ;l杭を募った。いただいた原稿を見れは、長さもさまざま、取り ? 
上げナニ[111極もいろいろ、語られる局面も多的多様、文体も高才ffな随筆調あり、 =

世話に砕けた座談調あり で、音楽というもの一つに|取っても これだけ異った

文章が出て来るというのは、これ又人間j界の多様性を語っていて聞白い。

ヴィヴァルディの「アー・モル」

ヴィウァルディ作曲のイ組制の協奏曲について

官Aいてみよう と思っているが、どうなるやら……。

作曲者名は、日本人はUll季魔といわれる松だから、

良〈知られているし、この曲だって大抵の方は耳

にした争ーがあるだろうと思う 。NHKのウァイオ

リン教室をご此になるのも良いでしょう 。TVを

お持ちでな い文明の忘れ物の方々は近所で (な

くても良L、)ヴァイオリ ンをぶら下げて歩いてい

る子{共に聞けば分るし、場合に よっては交番でも

教えてく れる。パカ、ニーニとは比較にならない松

易しいのであるカfファーストポジションだけでは

JJlii.けなし、。教養の数学限度である。 先生の云う事

を適当に聞いて、 松々の努力をすれば一応単位は

もらえるだろう。まだ能力を云々するレベルでは

ある まい。

さて、第一楽章第一小節には音符が1つしかな

い。Eの音であり 、ボーイングはアップでフォル

テの指示がある。 ポジションの指定はないのだが

1l{Jむやはない。開放5去、でギッとやってしまえば良
い。教わる立場で遠慮してはいけなし、。この位の

やは出来る 。 生徒がリ~íかなきゃ音楽は始まらない

し、先生だって教えようがない。音楽だ と話カ、良

〈分るで しょう 。第二小前iではサードポジション

でAの告を-ttる。ここはテヌート の記号がついて
いるがそれは余りやかましく云わない ・・ 何し ろ

池田裕 司

教養の数字:だから… ・・。しかし、音紅が採れない

と話にならない。局内i的な音階とか リズムとかの
訓練は講義が始まる前に自分でやって来るものだ

と思っているのである。とは云え、周波数カウン

ターでililJって・・・・・・多分illlJれない……880でないか

らいけないなどとは決して云わなし、。多少のずれ

は大自に見るのが正しい。大幅にずれていると

ヴィウアルディに悪いね"と云う穏やかな言葉と

共に講義は全休止となる。こうおっしゃる先生が

譜面の指示を変更する所がある。第25小節から27

小節辺りの16分音符がズラーッと並ぶ所でスラー

を後3つずつに付け変える。これはね|手 (筆者)

を見てか、常識なのか判断はつかないのだが、N

HKでもそ うであったので一般的なのかも知れな
い。この変更は実に効果的なのである。 と云う の

は、お陰様で曲がり なりにも途切れずに通過出来

るからである。この い途切れなし、"と云うのは非

常に大切な条{!Iで、それが出来てやっと音楽を垣

間見るギが出米る。

こんな乏しい経験ではあるが、今ても "これ-

1111 "はカンニングせずに仰けるし、他の数学の本

だって読むに当って主主低限すべき努力の紅度は心

伴ているような気になっているのであり ます。

(数学)
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シューベル卜の「未完成」

一一私のクラシック入門一一一

私のクラシック入門は、ブルーノ ・ワルタ一指

揮ニューヨークフィルのシューへルトの交響曲第

八番「未完成」である。

私の修士課紅一回生というから、もうニイー年近

くも昔のことになる。その頃私は一人の女性に交

際を求めて断られた。何回もの手紙の往復の末、

やっと二人で斑鳩の里を一日散策して感激したの

も束の間、折リ返すように断リの手紙ヵ、米たので

あった。 I夜、はft男とお付き合いのできるような

女性ではごぎいません。」とし寸言葉は、裏返せば、

「立方は私の好みの男性ではございません。」であ

ることが分らずに、その後も書き続けた手紙にと

うとう返事は来なかった。気弱な私は奈良まで尋

ねていく勇気がとうとう出なかったのである。あ

きらめようと思った。これカ、運命なのだとまで考

えた。極端なことである。

このことを切っ掛けに、それまで音楽といえば

流行歌しか聴かなかった私が一枚のクラシックレ

コー ドを買った。当時二千円は大金であったが傷

心ヵ、癒されるのではないかという iß~¥，、期待があっ

た。ブルーノ・ワルタ一指揮コロンビア交響楽団

のベートヘン交響曲第五番「運命」である。私は

その当時、この有名な交響曲でさえ名前位しか知

らなかった程のクラシ ソク音痴であった。しかし

当然のことながら「運命」はその時の私の心に共

鳴するものとはならなかった。

この「運命」のB面に入っていたのが「未完成」

であった。ある日 、 「運命」に失望した私は、こ

れもその愛称しか知らなかったに過ぎない「未完

成」をかけてみようと思った。大した則待があっ

た訳ではなかった。それに当時の私の装置といえ

ば、名の通りラジオに毛の生えた装置であった。

ところが、第二楽章へ入って私は「未完成」に魅

入った。その緩やかなワルタ の演奏は、まさに

深いロマン的情緒をた、え、 1お心を癒すというよ
りは、むしろ{{苦心を更にf蚤きたてるが如きであう

たが、しかし、切々と訴えるように演奏される哀

愁を;~びたメロティは、いつまでもそれに浸って

いたいという思いを抱かせるものであった。

それ以来私は「未完成」のとりことなった。 |時

々の心理状態によって、いつでも山に j長れる訳

でもなかったし、また、共鳴できないH与もあった

けれども、その後f余々にmえていった在、のクラシ

国友雅之

ック ・コレクションに、長い1mI未完成」に代わ

る|闘は加わらなかった。そのうち、切っjj:卜けとな

ったL1l米事は夜、の心から消えムーっていったが、「未

完成」の魅力だけは長〈私の心に残ったのである。

このレコードは1958年の録音である。 ティジタ

ル録音のようなたt新の録音に比べれば、周波数も
タイナミソクスもレンジは狭いし、テ プヒスノ

イズも耳障りで、とても附けたものではない。少

しよいオーディオ装置を持ってから夜、は、ワルタ

ーに匹'1放するロマン的情祁をた‘えた名誠一iで、し

かも録音のよいものを岐し求めた。ベーム・ベル

リンフィル、ジコリーニ ・ ンカコ"~~~F、クライパー

・ウィ ーンフィル等。しかしワルターの如くに私

を満足させる演奏を遂に発凡できないでいる。ク

ライパーなどは針を Fろしたとたん、余りにも勇
まし過ぎる荒けずりの演奏にnr易して、すぐ針を
上げ以後ずっとお政入りである。ベームもジュリ

ーニももう一つぴったりこない。

どんな曲でもたいてい初めて聴いた演奏に最も

馴染みを覚え、他の演奏にはなかなか税しみが持

てないものである。しかし、ワルターの「未完成」

だけは私にそれ以上のものを与えて くれたと思っ

ている。今でも時々取り出して聴いてみる。録音

の悪さを越えて夜、を捉えるものカ、ある。

学生時代に買ったレコードはもうすっかりすり

山花ってしまって、今はレコード棚の片すみに11民ゥ

ている。現イ1:のはその後買い求めた二代目である。

(物理学)
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ドヴォルザークのチェロ協奏曲

I!!-I分の一世紀も前の、古いレコードですc

アシト ニーン・ドヴォルザー ク「ウィオロンチ

ェロ・コンチェルト、ロ短調」チェロ独奏はM.

ロストロボーヴィチ、指J軍はタ リヒ・チェコフィ
ルハーモニー管弘楽団と 、チェコ語で書いてあり

ます。むろんステレオではありませんし、ずい，，)~' 

ん音質もいたんでいるのですが、今でも大切にし

てiJ寺どき聴いているものです。

愛着のゆえんはまずこれが私の白分で買った:II~

Mのレコート‘だったからです。私たちが学生の頃、

日本ではレコートは相対的にずいぶん高価なもの

で、一般の学生には手ヵ、出ませんでした。 I音楽

l喫茶」という、一杯のコーヒ一代とひきかえに、

クラシ ソクなと聞かせる J苫がはやった時代でした。

ところが手業後まもなく行ったチェコスロヴァキ

アでは、音楽会の切符とかレコート、とかはじゅう

ぶん庶民の予のとどく所にあり、私もプラハ大学

日本千|の助手になってはじめてのお給料をもらう

と、ぬんでい町lのレコード崖にtl¥かけました。そし

て二、三の希望のものを買ったわけですが、その

H与、日iの女主人ヵ、この協奏曲をすすめて、 tr卜けて

聞かせてくれたのです。ドヴォルザ クといえば

「新世界」くらいしか知らなかった私は、女主人

の愛国心に敬意を表するつも りで耳を傾けるうち、

すっかり気に入って、これも買ってしまいました。

以米、 j支々の転!討にも大切に判ってまわり、今日

に至っています。

ト、ヴォルザーク (1841--1904)は、フラノ、にjlJ:

いヴルタワiflJiU¥'、の田]に生まれ、ヴィオラ奏者か

らliサ111家になった人で、やや年長のスメタナとと

もに19世紀チェコ背楽を代表する人物として問此

小 野理子

の尊敬をあつめています。このチェ ロ協奏曲は、

彼が1890年代にニューヨークに招かれ 2年間音楽

学校長をしたH占に者かれたものですが、ロ7 ンチ

ックであリながらドIlf!J11のきいた、ブラ ムス等に

jJiづきながらいかにもチェコ的な、ひじように美

しい lHl です 。 第~W2章の第一主p也がやわらかな本

告ではじめられ、オーケストラにょうて悦リ上げ

られたのち、ふいにチェロがうたいはじめると、

いつものことながら胸カ‘切なくなリます。{皮のJ也

のL'I然やさまさまな人のiIti:j与がよみがえってくる
からでもあ 1)ましょうが、そんなことには無関係

にも名l胞の一つだと思います。

Allf'~r官、
d. ~::.併~:，:'~;a_~.; ~ ~ ::~-ð.~"'--~ ，11-，， _0  ._ ~(!・" . 

噌←こ ア1了 4・"，. 1 勺:?... r・~: ~"i ;_.;: .....: ~~ -.-~ ド
と一 〉、 一一一ー一一 一誌 に-ーニニムニ二二二じーー」一--'
出 l'f

そして私が今もこのレコ ドを来li'しい演奏のも
のと取りかえる気になれないもう一つの理由は、

ムスチスラフ・ロストロポーウィチのチェロの音

色です。現在では世界的音楽家として知られ、ソ

速から亡命したのか A時出国にすぎないのかさ寺町

の人物にもなっていますが (もっともモスクワの

国営商脂では今もこの人のレコードは沢山売られ

ています)、この己いレコードは、 f皮が演奏家と

しての力量のn1;，'，'、に近づきつつあった25、6オーの

H寺に録音されたもので、ゆたかな量感とみずみず

しいH情性、完竪なテクニ ノクはそれ以後の誰の
との演奏よりもすぐれていると私には思えます。

そして若いロシアの演奏家を迎えた(当H寺は市民

感情はたいへん税ソ的でした)チェコフィルハー

モニーの演奏も、 伝統をしのばせるよくととのっ

たものです。

録音技術も再生装置も近年はすさまじく進歩し

ましたが、年令とともに鈍化した聴覚には、 121い

公会盆でl:liJ<音楽会を思い11¥させる人間的な、古

びたレコードがちょうどよいのかも知れません。

(並区 百音)
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本田 烈

のが聞ける。

ろくそっぽ~~単けないことは十刷にあげておく 。こ

れらの譜、それぞれに私には大きい喜びの淑とな

った。 エレ クトン専用のは単調だから放っておき、

ノ、モンド諮をエレクトンで蝉いた。今度はピアノ

諮をピアノで~~iいた。だが、エレ クトン にかかり

つ切りになっている聞はピアノが弾けず、ピアノ

に専念している聞はエレクトン上てvは指が戸惑っ

た。録t盤が三段と一段とでは音符の分担は当然ち
がい、私の手はそれにすぐ順応、できなかったので

ある。

せんだってヨーロ yパ旅行をした時、兄の先生

で、ドイツに住みついている梶原完氏宅を訪れ、

バッハと私の記憶

一一カンタータ147番中のコラール

「主よ、人の望みのよろこびよ」

j.S.BACH 
jesu， joy of Man's Desiring 
Choral己frolilCantata No.147 

Myra Hess 

α綱m‘.(. ι 婦恥鞠ず吻，
《

二 卜年、いや、も勺と昔だろうか。ミュンヒ ン

ガ ヰ\~、るシュトゥットカ、ルト室内楽団だったか。

場所はフェ スチノ〈ルホールだったか。すべて記憶

が薄れている。ただ、並んで座ったのが、一友人

と、そして部長の井沢さんと三人だった事は隊か

だ。それに、曲目の中にノ""/ハの「フーガの技法」

があった事も確かだ。もちろん全曲は大変だから、

抜粋で、その中に、 未完で終っている曲が入って

いた。いや、それで終っていた。そのAtlは、 B

A-C一日の音が第三主題として現れた辺りで途
切れているので有名だ。 i¥Ii奏会では、そのままで

は↑ff好がつかぬ所為か，す く続けて「汝の御座の

Tviに今われ進みtl¥でて」というオルカン用コラー

ルが演奏されるのが普通らしい。この出lには、パ

ノハはこれに加筆し仕上げた [(1後に仏を引き とっ

た、といういわくが付いている。

Up し、このコラー I~ 、そのいわく ["". 1 こは 1出 j fIfl

あるものとは見られていないらしし、。まったく、

代美歌がおおむね退席なのと問機、バッハのコラ

ールも私には問i臼くない。このコラールもその作[J

にもれないらしい。

では、ミュンヒンカーの音楽会ではどうだった

かと言えば、この退l:i;なコラ ルではなかったの

である。かわりに、 表題にあげたコラールだった

のである。

「フーカグ〉校法」が、フチンと切れたH婦問、少

々はんやり聞いていた私の術で、 「アッ、ここで

主冬っているんだった」と井iJ{さんカ、l泣いた。ああ

そうだったのか、と彩、が ~IJj得する間もなく、この

|曲が流;iL始めたのである。

耳にしたのはそれが初めてではなかった。学生

11寺代にで も階J~ミているのだろう 。 そのかなり色の

記憶が、 レミニサンスが、いまフェスチノ父ルホー

ルに座づている夜、に先ず語ったのは、 「どうして

こんなに美しい曲を永いあいだお自ijは忘;iLておれ

たのか?J ということだった。ただもう只管に美

しかった。そ して、それまで闘し、ていた、しかう

めら しいフ一方の一切合切が頭から消えて了った。

曲名はその夜はまだ生IJらない。説朝、音楽をや

っている兄に'屯話をして、これこれの後律で始ま

る曲は何か、と尋ねて、判明して、先ず買い求め

た楽譜は簡単な合nt'，[111 J長であった。それがどうも
ピンと米ぬ。いや、考えてみれば、合n&:，ヵ、主抗律

を四音1;で歌うのが主たる目的であって、夜、の魅せ

られた、背後に流れる部分はいわば付け足しなの

だから、合唱曲としての諮でよい訳である n しか

し夜、はフ!守的であった。

当時は、ちょうどバロ ック背楽がもてはやされ

出した頃だと思う。その潮流(このって、このコラ

ールも屡々 lfにするようになうた。ジャズ風、ホ

ンプス風のアレンジも税jしだした。私の楽譜も均i

えていった。ハモン ドオル方、ン用のj昔、エレクト

ン用の諸、そしてピア ノ用の諮、これには二つあ

って、まずマイラ・へスの制flllのものだ。これは

ディヌ ・リ ハッティの名演奏のレコードと共に有

名だ。へス自身のはいま聞けないc もうひとつは、

ケンフιの称irttlによるものだ。こち らはケンフ自身

立派なベヒ シュタインの前に冗談半分に座り、今

では何とかH音譜をしている唯一のピアノ曲である

このI出を弾いてみようとした。大先生の前だから

とし寸緊張など無い。どうせ素人芸だ。だのに、

自分では不思議なほどに、最初はどの音を、どの

指から弾き出すのか、まったく記憶がよみがえら

ない。旅の疲れ、旅の緊張ゆえであったのだろう

か。私は蓋をしめて了った。

ドイツ国で、 ベヒシュ タインを相手に、生意気

なことするんじゃない、この曲の美しさが泣く、

とのパ yハのお叱りであったようだ。

(仏語)

-・~・・~・・~・・~・・~咽ー~・ー~・・~・・~・・~・・~・・~・・~・・~・・~・・~・・~司・~・・~・・~・・~・ー~・・~‘・---------_...・ν、4・前~・前-内川・~内局・~・炉、‘・

モーツアルトのピアノ・ソナタ集

桜沢正勝

毎日違った場所に行き、珍しい物を見、新しい

人に会うという のも面白いことかも知れないが、

同じ所、同じ物、同じ人に「馴染む」ことの方が

より深い楽しみを覚えさせて くれるのではなかろ

す力、。

たとえば一つ所に十年も住むと自分の家か ら駅

までの商庖街に並んでいる庖が、果物屋の次は電

器屋、その向いは蒲問屋という風にほとんど空で

言えるようになる。そして実際にそこを歩けば庖

の前を掃除している薬屋の主人に挨拶され、魚屋

の奥さんはこちらの好物を知っていて生きのいい

烏賊が入っていれは、声を掛けて くれる。豆腐屋の

角を曲っ丈二軒日の塀からは木蓮の枚カ、覗いてい

るのカ、分っているから、あの白い花はもう院J~ 、て

いるだろうかとわざわざ角を曲ってみる。それが

早春でなくて真夏ならば、 そのもう二軒向うの家

の百 日和に御機嫌を伺いに行くことになる。

このように自分の掌も同様に熟知した場所を歩

き回 リ、馴染みの人や木に挨拶し、 それか朝昼晩、

春夏秋冬に示す変化を確認するというのは実に楽

しいことである。

中学生の頃から主にラジオによってだが色々の

音楽とつき合ってきて、いくつかの曲には今住ん

でいる大阪の巷同様に深〈馴染んでいる。そうい

う曲では、この音の次にはあの音が、この楽句の

次にはあの楽句が来る と分っているから、聞きな

がら馴染みの音や楽七jを次々 と迎える喜びは、自

分の町を歩いていて八百屋の次は天婦羅屋、その

次は酒屋という風によく知った屈を迎えてゆくの

と変らない。

そう いう曲はい くつかあるが、最もH尼懇なのは

モーツアルト のK，279から K，576に至る十数曲の

ピアノ ・ソナタである。ある時期には毎食前、食

中、 食後に聞いたこともある。

ただモーツアルトのピアノ ・ソナタは、乱雑な

貼紙広告や路上駐車や投げ棄てた空缶があって時

時は心がさ止る大阪の巷ではなくて、清〈整った ヨ

ーロ γパの小邑である。家々の窓には白い制のカ

ーテンと鉢fjliの花が輝き、杢は青〈、空気は治く、

jFfくの森からは樹木の香が漂って来る、理想、の町

である。

(独語)
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中島みゆき「世情J(1978)

典1111っそして史に進んで、 ILj'l新への希望をちらり 怜解説はひとつだけ。方Ijの哲学入門にいわく、

と見せた lかどうか、夜、に見えただけなのか、あ 氏存干上、 笑存、オ ントス・オーンですかな。いや、

は、たもえくばなのか?)のがここの '1止"';J (19 先の哲学人門にいわく、本質ですよ、ただ、本'f'[
7制。 は坑象を通じてしか現象しない。だから、 「現象

世にニューミュージックと呼ばれる歌曲多々あ

れど、中島みゆきの一連、といっても、 1975頃か

ら今日まで8年たらずにシンガーソングライター

として作詞作曲自唱で LPまたはEPで市販され

た曲101曲、他に作詞のみ他人(阿久悠) 1曲、計

102曲 (近作「誘惑J (1982， 4月発売)まで)は

いい。これ以外に作詞作曲だけで他人が唱ったも

の数曲と、 1975の世界音楽祭グランプリ曲「時代」

のEPジずケ ットにある「持ち歌百三十曲」 そ

のうち前記102曲に含まれたのはどれか知らないー

は対象外として。

きて、何故、みゆきの作品が「いい」のか、そ

のうちで万止むをえず「からぞうきんをしぼるよ

うな感じで、J (みゆき談=82、6、29朝日夕刊「

新人国記、2J北海道@手作りの歌を求め、より)

しぼり出した「世情」という曲が、何故特に「こ

の一曲」なのか、はーすあと。

実は私、数日後に、役員などしている大学図書

館員の全国の研究会の年次大会の夜の余興に文化

行事と銘打って、 「中島みゆき論」を30分「講演」

することになっており、その準備てヨ員が一杯で、

しかもその次には、この会の月刊紙「大学の図書

館」の秋の号に、 「中島みゆき書誌」をのせる約

束もあって・・・…、いずれにせよこの広報がお自に

とまる頃には、すべて結着がついているのだが、

( ，書誌」とは、その事項、人、を調べる文献資

料リスト、解題等の総称。図書館員は、どんどん

自分のできる事から書誌っくりを始めよう、と今

運動をおこしかけている。 この書誌がどんどん出

来て各大学の図書館のカウンター要員が活用を始

めたら、利用者、特に人文社会系の学生学習用、

研究者の初歩、中級研究用に役立つこと今の何倍

何十倍、/その一番手のひとつにみゆきとは 1)以

下、文中の出版'71用の参照は、ハンサだから最少

限に止めて、詳しく調べたい向きは、秋(たぶん

十月)以後、前掲「大学の図書館」をみて頂きた

L、。

きて、みゆきの歌は、前記朝日の記者によれば、

「人との出会いや別れの物語だ」し、また詩人天

沢退二郎によれば「別れの歌、恋人と の別離とい

うライトモチーフーー だれが名付けたか 私には

/1]IJれうた唄いの 影がある/好きで別れ唄う

筈もない/他に知らないから 口ずさむ(，わか

れうたJ )……右の四行はやはりこの詩人歌手の

鍵本芳雄
さて、その lえくば」を詩に沿 ってヲ

1 _ 1止の中はいつも 変わっているから/1浮世l
者だけが 悲しい思いをする/=時代の発展

変化が、とにもかくにも認識されている。それだ

けでも立派なものだ。この場合のJi:fl困者は、原UIJ

をiTきi凶す立派な人でなくて、同定観念を変ええ
ない、あるいは変える心t:lでも変れない、あるい

は変える心労ーもない人々ととりた L 、 。 I '~ 己批判も

こめて。

/変わらないものを 何かにたとえて/その

皮崩れち ゃ そいつのせいにする=モロに「

たとえ」が出てきた。ほんとにそうだね。この[11

H応、'支にいろいろイメージがふくらむ。f士会与する

のにろくに調べも学びもせずに、自分の思ってい

る与えだけで行動を起し、まず失敗まちがいなし、

その時にうらむのは自分の凶定観念、あるいは教

条主義か経験主義、いずれも主観主義の現れ、と

さるTIf'学入門はいう。みゆき、なかなか知!ってい

てなかなかやる。しかしといって、みゆきは、す

ぐには重bかない。そこが、またにくい。

(くり;!主えし)シュプレヒコールの波 通リ

過ぎてゆく /変わらない夢を 流れに求めて

こ変わらない夢、理想、と言い直してみるか、次島↑l

にも同じむ]がtf¥てく る。よく聞きこまないと、こ

んがらがりますぞ。流れに求めて、変化発展の中

に珂115!を実現しようとデモ|啄カ、行く 。ついでなヵ、
らみゆきの[!只い方は実に言葉がはっきりわかる。

その詩語、平易な用語が多〈使われているのを、

{うn:二'yの理J25とか変化とか発展とかに翻訳する
のはどうも・・ーυ だがしかたがない。きて、みゆ

きは、デモ隊にil!iリ過ぎ「られ」るのであって、

彼女はデモには今の所加わらなし、 つまり見物し

なヵ、ら、日IJのIlliで別れの辺、しみを歌いつつ、連47
ィ1'j:1<:をほのめかす 内しかし 、テモ|家の目的は同感

自己規定として意味深い・…・この自己規定で“別

れうた唄い"に一区切りつけるどころか……くり

かえしうたわれる別離のモチーフ、しかも…単調

・ワンパターンでない。・・…・別離主題がまことに

さまざまなシチュエーションの設定によって、委

曲を尽して追求され ・・」ということになっている。

たしかに、約百曲の80-90%はそういわれでもい

い。しかし・・

子供の頃から色々種々聞きかじって、レハール

にこり、ドボルザークにこり、サンサーンスにこ

り、演歌を祖国日本の民主化近代化を阻む文化敵

視し(，ヨナ抜き短音階」つまりファとシがない

ということは、無限の可能・発展の音階を抹殺し

単に音楽の自殺のみならず、その調(しらべ)に

乗せる心を明治~十五年戦争の日本、せまい「日

本の心」に閉じこめることではないか、逆コース

ではないか…・・・。)プロコフィエフに、ショスタコ

にこり、片っ方でクロード・モル7Jンの「人聞の

しるし」で、占領下のパリでナチス将校と、夫を

捕虜収容所に奪われた妻とでモーツアルトを連弾

して、 心が通い合ったとの妻の手紙に、いみじく

も芸術の「限界」にも、あるいは麻薬性にも気っ

き、もう片っ方でギンスパーグだったかの「愛の

詩もまた反戦詩だ」の言葉 戦争を拒否するの

は何を守りたいからか、その「何」を歌うことの

正しさに安住もしている一一一そんな私が、一寸や

そっとの出会いと別れ、その委曲のつくしざまに、

五十面下げてコロリと参ると思うか。

きてこそ、愛の詩もまた反戦詩、悲しい別れは、

望ましい連帯の詩ではないか。みゆきの様々な「

委曲」をつくした悲しい別れには、常に自己反省

を暗示し、 「暗喰」し、あるいは「直聡」し(こ

の「町長」も天沢説借用。)、別に「別れ」の反省

だけが 'nlli¥Jではなし、。みゆきのあらゆるヴアー

ス、句、語のイメージは、時輪、直町長にみちあふ

れている。だから、悲しい別れに感情移入して共

に落ち込むも可、自分よりみゆきの方がより落ち

込んでいることを見つけて元気をとりもどすも可、

しかし実は彼女も私達も、人は連帯を求めること

を別れの底に、いな別れだからこそ連帯希求を心

の中に気づカミせ気つ、いているのでは。

このi主新志向が表に出た曲も数曲、すなわち、

この時代の連帯に望みを託す、すくなくともちら

りと見せている。冒頭の 「時代J (1975)がその

しつつ知っている/

時のifrULをJ!めて 変わらない夢を/見たが

る者たちと 戦うため=いわ く科不備、いわ

く1'1Jj1 11卜界IW術、 等々。骸装備もイI六中業も、教

f'1諮検定 「日時→進出」もH、Iを、 'J!める」どこ
ろか逆に まわされて、みゆき さんもびっくリ、い

や長"っていて IJ!めて」にま とめてl恥えている。

2 _ 1世のrl'はと ても ij!}:fri;]な仙だから/他愛の
ないi嘘を いつもついている/包'惜のよう な

胞を 比似る ことで/学宥は|立ji¥Jを 見たよう

な気になる /(以ト l のく りかえし 三副)

ハU
『
u

する」という 言染はあるが「本質する」とはいわ

なし、のだ。

'l~iJ を語らないかんのだが大体'よ:だけで古来

を告かせるのは無理。みゆきの言葉のもつヨクヨ

ウ ( 1Llし ~"j凶語に jlJ:い北 ìilj: j立弁)を、長免iデリケ

ートに、四.f(1-f (C)のー小節jを八分音符 1と |

六分背.n:2、次の八分音n・1に前の 十六分音符が
タイ、といったように16ビ 卜を 8 ビート的にJl~1. 

う (? )、 一見ややこしく、しかしHllえば「言背

一致」が実に一上手にはかられているこの曲は、 L

Pを出J¥，、てもら 7しかしかたがなし、。

昨lは男声コ ラスの速い戸ではじまり、だんだ

ん近づいて、そばに米たあたりで、みゆきの七色

の戸のうち低くてト‘スのきいた一寸なげやり(? ) 

な太い声で、もいちど主詩をたっぷリずっしり聞

かせ l のくリ返し 2凶、 2_のくりiEし 3回、

史ーに男戸tコーラ スがくりill.しを'受けて、まただん

だん遠ざか ってゆ く。まさに凡物のそばを通リ過

ぎてゆく デモ隊コこの見事な喰えのダフソレ構造/コ

6分12秒。みゆきは!点目[JとしてTVに出ないし、

ラジオも新曲はちょいちょい、ヘスト10、20入り

すれは'f.tfll免の如くに何かは聞けるH与もあるが、日Lj

年前の、あまり，充れなかったLPに入っているだ

けのこの 「世情」は、まず7 スメディアでは開け

なし、。LPか、いくつか出ている楽譜全j朱、ンリ

ーズ中の litU で 、初見で ~ìiÍ.< (ギター、ピア ノ共

に出版あり)か凶うしかないこの曲。

なお、補足。オリ ジナルキーはト全日調だけど、

ト長調的に唱う んだυ

きりがない、終りょうヵ、ないので・・ーとにかく

Repeat &F. O. 

(図書f館務理必|、長)
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ビート・シーガーと「腰まで泥まみれ」

友人が送ってくれた rTheWeavers Together 

AgainJ のテープを聴いて輿官した 。 1 980年 1 1}~、

25年ぶりにカーネギーホールでコンサートを聞い

たウィ ーパ ズの歌うスペイン市民戦争の国際旅

団の歌は歌い手たちの年齢を感じさせない、大変

力強いものであった。50年代に彼らによって欽わ

れて大ヒットした「グッドナイト・アイリーン」

で締めくくられたこのアルバムは、民衆とともに

歌い続けてきた彼らの、後に生きる者への最後の

メッセージとなった。メンバーの一人、リー ・へ

イズはすでにこの世を去り、ロニー ・ギルパート、

フレッド・へラマンもこれが最:{去のステージとな

るかも知れなし、。しかし絞らの声は今も若々しい。

とりわけビート ・シーカ、ーは、全く衰えを感じさ

せない。

私がビート・シーガーに会ったのは、 1967年の

10月11日のことであるからもう 15年も前になる。

大阪で開かれた彼のコンサートのあと、先の友人

と私などがビート・シーガーに会い、いろいろな

質問をしたのであるが、そのとき彼は「この次に

来たとき、髪の毛がまっしろになっていようが、

すっかりハゲていようが、やっぱりこうやって聞

きに来てくださることを祈らずにはいられない」

と言ったことを思い出す。(私も、民衆の運動と

フォーク ・ソングとの関係について尋ねてみた。

そのときの様子は三紙一夫著『フォーク ・ソング

の世界~ (音楽の友社、 1971)に再録されている

ので、興味のある方はその「ビート・シ一方ーと

の会話」を参照されたい。) その彼は今、頭髪が

白〈薄くなってはいるが、相変らず民衆の歌を力

強くそして美しく歌い続けているのである。

ビート・シ一方ーが15年前のステージで歌った

出で、花、が好きで今もよく聴く曲は「腰まで泥ま

みれ」 、 「第15旅団」などで、自ら口ずさんだり

するのは「マライカ」などである。へトナム戦争

に反対して創られた「腰まで泥まみれ」は、当時

大学に入ったは、かり の中川五郎によ って訳詩がつ

けられた。はくらは腰まで泥まみれ だがパカは

叫ぶ 「進めん、と歌われるこの歌を、昨年と今

年、中川五郎やノーニュ クス ・シンガーズが歌

うのを聴いた。それはビート ・シーガーの創った

歌であり、ベトナム反戦のアメリカグ〕歌であった

が、いま日本の民衆にげ'Jけてこの歌が歌われてい

る。l倭まで泥まみれなのにもかからわず、 「進め

ι民4A
 

口
木
'zanI
，，
 中

IJと命令されてすっかり泥の中に沈むか、それ

とも泥沼から抜け出すか、われわれも問われてい

るのである。

ウィ バーズやビート ・シーカAーの歌がわれわ

れをひきつけるのは、そこに民衆の生活があるか

らである。映画「レッヅ」の中で 1WW  (世界産

業労働者団)の労働者たちが歌っていた歌は、ウ

イーパーズらによっても歌いつがれ、WeShall 

Not Be MovedやWhichSid巴AreYou Onは今もア

メリカ、ヨーロ ッパ、そして日本でも生き続けて

いる。ビー ト・シーカーと同様に民衆の歌を発堀

し、それをもとに新しい歌を創り歌ったチリのヒ

オレータ ・ノfラの「人生よありがとう 」などのフ

オルクロ レやロシヤ民謡も私の好んで聴く歌の

分野である。その中で最も好きな歌い手は、男刊

ではピ一ト.シ一カガ、一であり、女性ではアルセーン

チンのメルセデス ・ソーサである。ビート ・シー

カ、ーにもらったサイン、メルセテス ・ソーサと交

した二度の峰子は、私の大切な思い出となってい

る。アメリカ史上空前の100万人の民衆が集ま っ

た6月12日のニューヨー ク反絞行動には、 63哉の

ビート ・シーカーの姿と歌があった。そのうちに

新しいアルバムカ、出るのではないかと期待してい

る。 (自然科学史)

?μ つd

聞 かれざる名曲?

三 十年ーもEfになるが、劇評もされていた山本修
二先生のクラえでのことである。ロパート・リン

トのエセーを読んていたが、或る学生か先生の訳

と哀のH力、異なるのを指摘したことがあった。こ

の時、先生少し も騒がず「君、その註と僕の訳と

どちらがいいかね」と問うて一呼吸、 'j業のIjiが

いいだろう 、ね、そ う思うだろ」 と続けられた。

この名Hrにも似た間合いでたたみかけられて、 「
L、や先生そ うは思え ません」と答えられるのがい

たらお円にかかりたい。もっともこれは今の話の

枕て、さらに先生、半ばモノロークのよ うに「こ

の頃の'γ生はどうも活rj，=を信用しすぎていかん」

とつぶやかれたの

こ のよ う な i~1l教えは断片とはいえ妙に鮮明に覚

えている、にもかかわらず活字を信用しすぎる省

内だけはいつまでたっても脱けないようであるコ

叶むこ技マは音やt]v、は従で、 視覚や触覚を絶対

的に!事笑促するきんいがあるのではないか。 しか

し似にそ みでちっても、音や匂いはその不石確枠実f

♂の)依に、 一度びその影響に感染してしまえば永続

的な感化を受けることも考えられるのである。

J エ ムス ・ジョイスの短篇集に『タブ IJン市

民」 というのがある n音い北国的な様相のダブリ

/九Iti代の幾つかのポートレートをオムニパス風

に料っ たものであるが、巻末を飾る中篇に「死者

たち!と い 7のがある。

1人立:ゲイブリエルは叔母たちの恒例のクリス
マス舞踏会に招かれている。

Fト トラ フ J ~， は と も かく、遂に予定のスピーチに

入る J 二人グ〕叔I'Jとその姪の三人の主人役を)llfjに
たたえて、パ 1)ス役のように三人の女神のどの魅

力をh、るつ、1.1分は迷うほどだと語り、 自分のたと

え ~;f!¥' ~: い さう か 1;01 窓になる 。

ニうして" ←子 fは成功のうちに終るのである

が帰'Jがけに二1;脅から客の一人の歌う古いアイル

ラLiJ;;孔泌が問えて来る。その時ゲイブリエルは、

七千の会ぷにIJUわらずその欽に耳をすます妻の美し

さを n守1)に思い、彼女への愛と欲望の幸福感にふ

るえるのであるコ

ところが帰宅し寝本で着替えている時に妻は先

の「すーク リムの乙女」の歌を想って泣くのであ

るーi時女ヵ、管問アイ ルラ ンドのゴールウェイの祖
母7)，iiに肘たH寺、彼女に窓をした若者がよく歌っ
た;欽だというのである。ゲイブリエルはその夜の

風呂本武敏

裂の美し さに愛と島ン|見と欲望を感じていた時に彼

女の心を占めていたのが十七オの夫折した少年で

あったことを知ヮて面白を失った気持におそわれ

る。 クレタがダブリンの修道院に入るためゴール

ウ工イを去る冬の闘の日、肺病をおしてその若者

は会いに米る。彼は、もう生きたいとは思わない

と言って塀の木のそばに立ちつくし、 結局一週間

して予Eんて しまう。

話しっかれて11民る妻を凡ながらゲイブ リエルは

彼女の生涯における自分の詰らない役割に最早や

官痛も怒リも感じなかゥた。それは彼女が最早や

美しさカ、あせたというのではな く、かつて一人の

有者が死を堵して求めた姿ではないと半IJっていた

からであり、さらには生きたくないと語った恋人

の日肢をこれほど長らく )j旬に秘めて来た妻のいじら

しさへの怨いであった。こうしてゲイブリエルが

たど.)ついた結論は、齢と共に陰惨にあせ衰芝て

ゆ く より 、 何か情熱の~y-¥(1)い陶酔に満ちて敢然と

彼躍の世界へ赴く方がましだというものである。

そして外ては全てを覆う ように クリス7 スの雪が

生者と死者のとに降り積るのであ寸た。

この「才 一クリムの乙女』はその実在をめぐっ

て色々論議されたが、ジョイスの子紙によれば妻

ノ ラと そ7)母が知 っていたゴールウェイ地方寸

ーク リム村が舞台の民謡である。歌の中味は領主

に誘惑された農家のW-~が亦ん坊を抱いて城を訪れ

る3 領主の舟は二 人の約束の形見を確認すると領

主は航海に出ている と言って追い返すコ真実を知

った領主が馬て迫いかけるか娘はすでに海に身を

投(fた後であるう
この 「死者たち」の話が何と も言えず tl美な記

憶となって我々をゆさぶるのは、この作品全体カ‘

一種の音楽的な響きを有しているせいだと思う コ

その響きとはグレタの記憶の成からまは、たきを送

るマイケルの自のように、切れ切れに響いて米て

は生者のおこりをたしなめる死者たちのざわめき

と言える内活字の信じすき、を逃れるためには こ

のような音楽や匂いは有効かも知れない。そう思

うからこそ犯は実際7)'オー クリムの乙女」を聞

くよりは、切れ切れの歌詞とリズムもメロティも

不明なままの曲をこの作品に鳴 り響かせておきた

いのである。

(英 J計}
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ブラームスの 『第一番』

あるいは「昭和ブルース」

フラームスの音楽というと、まずぼくたちの~fl

にj干ぶのは、 「ヴァイオリン ・ソナタ第三番ニ短

調』に流れる屈折したn'lfiであり、 『クラリネッ
ト五重奏曲ロ主'liiIM ~ に以うlI\f: f:l\の干i' まいであろう 。

ことによると、ブラームスをフラームスたらしめ

ているものは、何よリもこれらの室内楽曲に典明

的な、クラリネット、ホルン、ヴィオラなどのg七

〈愛惨な音色そのものであるのかもしれぬ。ブラ

ームスカ、その音楽家としての力量を卜全に発揮し

たという意味で傑作といえるのは、ハンスリック

の激賞した 『ウァイオリン協奏山』か、終楽章に

パ γ サカ リアをもっ『交警，\~曲第四番ニ短調』あた

りであろう 。あるいは、音楽家ブラームスの生i牲

の総決算として、あの感銘深い 『四つの厳粛の歌』

をあげるべきなのかもしれなL、。だが、ぱくが長

年愛聴してやまぬのはこれらの“傑作"や室内楽

ではなく、 『交響曲第一番ノみ~1.調」であり、なか

んずくその第一楽章である。ウン・ポコ・ソステ

ヌートの長い序奏。弦の奏する旋律は、エネルギ

ン シュな半音階的上討を続け、そのHI~ うさを超克

して前進してし、〈意志的姿勢によって、聴く者に

どこかノfセティックな印象を与えずにはおかない。

序奏がフェイト、 -アウトしたあとの束の間の静寂

がテインパニーによ って破られ、いかにもブラー

ムスらしい穆屈した情熱を秘めた第一主題が、挑

みかかる ように開始されるのを耳にすると、いつ

いかなるときでも奇妙な胸の高嶋リを覚えてしま

つ。

68年春から70年秋にかけての教養学部時代、は

くの周閉には、政治的な、あるいは非政治的な 、

大小様々の共同体が形成されていた。今にして思

バッハの「オペラ音楽」のこと

井上 健
2. 3年前の年の主主のことであったか、ボクは

さる著名なレコード庖で輸入盤をあさっていたっ

ふつうの国内盤のカタログにないレコードをこっ

して探すのも音盤収集の楽しみの 1つで、ポーラ

ンド ・バロ ック期のレクイエムなどという珍継に

出くわしたリすれば、もうゴキゲンになってしま

うのだ。その日はボーナスヵ、出たばかりで、懐中

には女房から支給された l万円札があり、今日は

これカ、レコードに変身してもトヤカク文句は言わ

れないという、、滅多にない幸福な日であった(ル

ンルンという言葉はまだなかったが)。ところか

こういう時に限ってコレという刷出物がない。あ

らかた物色してしまって、残るはノ¥コ入りのセ ソ

ト物のコーナ だが、これは大抵、オペラの全[Nl

盤だ。ボクはオペラが苦手であるし、外盤のセッ

ト物はリスクが大きい(1枚でもキズがあったり

すれば、まず交換は不可能だから、セットごと買

い直さねばならぬ)。中身を調べさせて くれない

屈でこういうモノには手を出さぬがよいーーとい

う訳で、いつもはこういうコーナーは敬遠するの

だが、その日は虫の知らせとでもいうか、何か立

ち去り難い気分で、ハコ入りのレコードを lつ l

つ検分していったものだ。予期のとおり、オペラ

とかブル ソクナーの交響曲全集とかが並んでいた

が ハコとハコのあいだからヒョイと l枚物のレ

コードが顔を出し、見れば「バッハのオペラ音楽」

と手書きした付釜がついている。オペラのレコ

ドだからというのでこんな所に放リ込まれたらし

いが、これはスゴイものが見つかった/

* 
念のため少し説明するなら、大バソハことヨー

ハン・ゼノfスティアン ・バッハ (1685-1750)の

現存する作品は、いわゆる BWV番号で1080まで

ある(この内には偽作と判明したもの、またその

他の新発見も若干ある)，BWV 1から524までは

声楽曲で、カンター夕、モテト、ミサ曲、受難曲、

オラトリオ、コラールなどの宗教曲が大部分を占

める(一部に世俗カンタータもある)。バッハの音

楽の真髄は何といってもこれらの教会音楽にあリ、

2大傑作『ミサ曲ロ匁l調』と『マタイ受難曲』を

カール・リヒターのレコードで聴いた鮮烈な印象

は、同じ経験のある方にはおわかりいただけよう 。

残りのBWV525以下は器楽曲で、オル方、ン曲、

クラヴィーア|刷、リュート曲、 室内楽曲、協奏曲

えは、はく たちが熱中していたのは「活字の置き換

えや神機ニーっこJ (鮎川信夫)に過さなかったの

かもしれぬが、チェーザレ ・パヴェーセマ〕言葉を

借りていえば、 「あの頃はいつもお祭りだった。

・・何もかも美しく、ことに夜はそうであった」

( r美しい夏J )のであり、 「あの年はくはー11昨

もしなかったのではないかJ (r丘の上の悪魔J)

というのもまんさら比l除とも思えぬほどであった。

だが、秋の到来とともに、長〈暑い夏の陪lに形成

された様々の共同体はあっけなし、ほど簡単に崩壊

していく 。吉本降明が 「とはくまでゆくんだ」と

唄った現象は、古本エピゴ ネンには無論のこと、

吉本を否定する者の!日jにもかなリ一般的となって

いたように思う 。当時の愛聴盤にべームがベルリ

ン ・フィルを振ったブラームスの 「交響曲第一番』

があった。フラームスの交特曲には、ワルタ一、

フルトウtェングラ一、 ミュンシュなどによる名盤

があるし、べームにはウィーン・フィルを振った

走行鉢音もあるのだが、 こと 『第一番」に関しては

へルリン・フィルの音色とべームの武骨なまでの

構築力こそカ、似つかわしい。当時のはくが、力動

感と織成!惑にあふれた第一楽章の冒頭に悲き付け

られたのは、ブラームスの語リ口のある極の生硬

さに一一いからせた肩、悲恰な表情に一一いたく

共感したからに相違なかろう。

「生まれたときが悪いのかそれとも俺が悪いの

か/何もしないで生きてゆくならそれはたやすい

ことだけと」ザ・フル ベル ・ンンガースの歌う

「昭和]ブルース」カ、ヒ γ トしたのは、ちょうど、

大学入学以来の祝祭的な手前カ、終:%して少したっ

たころのように思われる。若く長かった夏の、石

のごとくill:""c，、象を持て余しながら園名目iしつつこ
の歌詞を U訴んだとき、しばしば脳裏をかすめた

旋律はフ、ラームスの『交響曲第一番」のそれであ

うた。ブラームスには迷惑な話かもしれぬが、ブ

ラ ムスが自己の四つの交響曲の出発点というべ

き u~.，_~一番』の冒頭をあんなにもパセテイソクに

粋かせたのは、ブラ ムスドl身が「生れたときが忠」

かったロマン主義者であうたからのように感じら

れてならなかった。こういう聴き方はす1;illなのだ

ろうが、 「j出れてきた」ロ7 ン主義者としてのブ

ラームスに愛おーを覚えるようになったのはそれ以

米である ο (失 d-li ) 
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-管弦楽曲と続き、最後に楽総の指定がfl)cJらかで

ない「特殊作品」のク、ルーフ。がある。ポピュラー

な 「プランデンブルク協奏曲(6曲)~、 『管弦

楽組曲(4曲)~を初めとして、生命と音楽の歓
びにあふれた愛すべき作品の数々である。

つまり、パツノ、の作品表にはオペラの類は毛先

ほども見出だされなし、。当H寺、オペラはイタリア

を中心に大流行し、 ドイツでも人気を博しつつあ

ったが パ ソハは教会と官延のオルガニスト、古

延楽長、教会の合日品長を務めあげたのであり、お

よそ劇音楽とは無縁の生涯をおくったとされてい

る。

* 
そういう次第であるから、 「ノ〈ソハのオペラ音

楽」のレコードを前にしてボクの胸は高鳴った。

いかにオペラが苦手とはいえ、パソノ、のものなら

話は別だ。バッハの伝記をかきかえる新発見の曲

のレコ ドか/ ふるえる手で(? )おそるおそ

るそのレコードをとり出してみたが、ジャケ、ソト

のオモテは付主主にかくれてタイ トルは読めず、演

奏者のKarlMunching巴r とし、う字だけが見える。

レーベルはD巴ccaである。これはチト雲行きが怪

しくなってきた。 ミュンヒンガ がオペラをデッ

カに鉢音なんてニュースがあったかしらん? 期

待は不安に変る。レコ ドをひっく り返してジャ

ケットのウラを見ると、 ‘J. S. Bach， Musikali-

s ches Opf er" とあった/

善意に解釈すれば、レコー ド広の庖員が "Op-

fer"をいOper刊と読み違えたのであろう 。Operな

らば確かにオペラ:である。だが“ f.，があるとな

いとではツキとス ッポンだ。荷札のことをエフと

いう 。荷札ならぬ付釜がエフだから、 Opfer のエ

フはもういらんという訳か /

j古員もドジだが、自分もドジだった。モーツア

ルトのちょ っと した曲の新発見が普通の新聞のコ

ラムに載る時代である。バッハのオペラなどとい

うものが見つかったらマス・コミを賑わし、音楽

学者たちはハチの巣をっついたような大騒ぎをす

るだろう 。そんなもののレコードが何の前触れも

なく I苫頭に現われるはずもない。

もちろん、 Opferとは英語のOfferingであり、

これは有名な『音楽の捧げもの』のレコ ドにす

ぎなかったのである。それもミュンヒンカ のレ

コードとは、何かのIEI縁であろうか。というのは、
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他ならぬミュンヒンガ一指符1シュトウ ットガルト

室内オケで『音楽の捧げもの」を聴いた忘れられ

ないコンサートの体験があるからである。

* 
1747年 5月7日の日昨日、老ノ、ノノ、はライブヅ

イヒからプロイセンの音楽愛好君主フリードリヒ

大王の招きでポツダムを訪れた。それには大七に

お気に入りの楽iとして仕える次男カール・フィ

リγブ ・エマヌエルに生まれた初係のfWを見たい

という動機もあったらしい。バッハは到着するや

否や、旅装を解く1I1'Xもなく宮廷に迎え入れられ、

大王が自ら与えたテー?でフーガの即興演奏をし

て、 i壬を喜ばせたとし寸 。

その後、この即興演奏に手を加え、大仰な献貯

とともに王に 2J支に分けて献呈されたのが今に伝

わる『音楽の捧げもの~ (B WV 1(79)で、ある。

当時印刷jされたいわゆる「原典版」では、斗の主

題による短かいカノンが10曲、 3戸のリチェルカ

ーレ、 6苧'?IJチェルカーしおよびト リオ・ソナ
タがある順序で配列されている。これらの内でト

リオ・ソナタと 2曲のカ ノン を除いては楽器の指

定がない。また、ある音楽学者によれば¥この「

!京典版」の曲の111員序にも問題があって、印刷業者

がドジをしてメチャメチャにしてしまったのでは

ないかという。さらには、原諸には逆さになった

音部記号だの、 「求めよ、されは見出ださん」と

いっラテン詰の文字だとかが記されてあって、こ

れらを解読しないと演奏は不可能て、ある。

そこで現砲の『掠げもの』の演奏では、楽器編

成や曲}1111をふくめ、さまざまのやり方が可能であ

り、これらをきき比べる匝i白さもあるという訳だ、

* 
1976年 6月16日、神戸文化ホールでのミュンヒ

ンガーの r捧げもの』は弦合奏を主体にして、ま

ず 3戸のリチェルカーレ、付Lし、て10811のカノンを
まとめて演奏、ここで指揮者と奏者の大部分は ス

テージの奥に引込み、ヴァイオリン、フル トそ

れに通奏低音のチェンハロとチェロの 4人の奏者

によってトリオ・ソ寸タヵ、演奏された n 冒vf1楽章t
のラルゴをウァイオりンと通奏低背が静かにひき

/-1¥し、フルートが追いかけるように入ゥて、美し

い定旋律を歌いかわす。第 2楽章はテンポの早い

アレグロで、そのやりとりは次第に白熱化し、こ

のあたりからボクは身体中ヵ、熱くなるような興奮

を党え た。第3楽章はアリア風のアンタン テで

物思いに沈んだ対話が時のよるのを↑ifしむよう に
がJぎ出きれるの終楽章は持たびアレ クロになり

せきたてる ような通奏低音にの勺てフルートか歌

し、始め、やカてウァイオリ ンか加わるとハ vノ、の

書法はいよいよほーえて、クライマ ックスを形つく

る。4楽章の典1111自りな教会ソナタ形式でかかれた

このトリオ・ソナタは 『捧げもの』の内でも向 ，，'i

とされる jt~1Jであるが、当夜の演奏は圧巻で あっ
た。

トリオ・ソナタが終ると 、聴;~との拍手を市111 1-9

るかのように全奏者がすばやくもとの席に若き、

主主後にミュンヒンガーの+キで 6声のリチェルカー

レをぶ厚いハーモニーで盛り上げて、全曲か閉じ

られた。

それまでにも 『捧げもの』のし、くつかの演奏を

聴いたことはあり、面白い出lだとは思っていたが、

これほどの内谷のある音楽とは ~t2- M& して い なか コ

た。さまざまの対校法の書法を寸分違わす駅使し

ながらも、いささかも技巧倒れにならず、日未わい

j来い果実を結びえたのは、さすがノ'"'/ハと いう他

はなし、。

ミュンヒンガー以下、楽員たちもじっに誠実に

バ γハを演奏していた。ちょうどボクの席からは

トリオ・ソナタを奏するチェ リス トの阪がま とも

に見え、f皮がまっ品、になうて音楽に没入している

表情は今でもまざまざと思い起こすことができる

まったく、ナ7 演奏ならではの!感銘であった 、

* 
現11、手元には12種(f，iiの「音楽の捧げもの』の
レコードかあり、同曲異盤の数としては我がコレ

タション中の第 2位である。 ミュンヒンガーはこ

の曲をステレオで2度(モノラルでも l回)録音

していて、旧録音のレコードはコシサートにIliJjヰ

した当時独身のある女性から贈られた記念のもの

である。 Iオペラ音楽」と誤解されたのはこれと

同じものであろうが、ジャケ ットのデザインかま

るで退っていたのでイッパイくわされてしま った

その後、 ミュンヒ ンカ、ーのおi主主ヵ、出て、その録

音の 日イ寸を見ると1976年 7月となっているから、

米Hから.JiJ}[1;[後すぐに鈷音されたことにむ るc ぉ

ょうど彼らが こ の l ~l を千がけて illl のの ぺ たはlグ}ナ

一 36-

7jii(奏が聡けた，i}{であり、その点でもすjllit::ゥた。

~j糾T もの』の-I1Jせん明日としては、このミユシ

ヒン方ーの新佑 lあのコンサ トとほとんと安

らぬI京会が胤ける)とカ n・リヒ夕 、ジャン
・フランソワ ・ハイヤ ルそれにルドルフ・ノ〈ウ

ムガルトナ の 4枚をあげておこう 。

レコードに主いがi奏では、ホ;トイツのドイツ民

主ラジオが「へル7 ン・ベルナー版」と銘打って

11成した悩けたなテープ (1975年10)J、NHKFM

で欣送)および小林道夫氏を小心にやはり NHK

FMでスタジオからナマ放送されたはi(奏 (1980年

3 }J)がねI':Pに他する。

* 
これら、それぞれの泌奏家の1".'，，11みを生かした『

体げもの』を聴くと、パンハの背'本がじつに多桜

な表現を治谷する恰I悩のよさをもっているのに{そ

ろかされる。 クラウィーア1111のへルム ト・ウァ

ルハとグレン・クールドを比べてみるのもいいだ

ろう 。 Iフ、、ラシル!瓜ノ、 ソノ'J もあfLは、ジャズ;iftj

バッハだってそれなリにサ?になる。もっとも、

カラヤンの「ノ〈 ソノ、」 にはギャラの皮算用をして

いるスーパ スタ のM!がチラチラする。まじめ

なカール・べ ムがハロック音栄に子を出さなか

うたのは正解だった。ベームはよさロ7 ン派の末

耐たる紋後の[1[J1ーだったのだから n

ハソハの-fr楽はu立ちたカ‘ 1)もしないし、ブリ
y コぶることもない。それでいて、コラールのち

ょっとしたハーモニ にも、チェンパロの-imに
も、紛れもなL、ノ〈 ソノ、の科きがある。こけおどし

ゃヵラフルな色づけはiI!i別しない。(J(奏家にと 勺

ては、心のoさまで凡J透かされてしまう怖い氏楽で
あろう 。それは制〈者にとってもいJじで、 ~7 タ

イ』のレコードなどをとり H¥すにはねl当のt.1:'I'11¥:を
裂するのだ。しかしバロ ック音楽は もともと多く

がイージー ・リ スニンクである。しかめっ l削は半

年に 1J支位で紡梢。尉の1;を:tJ.zいて斗を似lけれは、ー

パソハがこの lーもなくナウなfie楽であることカ、お
わかりいただけよう。

モーツアルト、ベ トーウJェン以後の背;5t!i家た

ちはお抱え楽:1でない独立した去術家のi立をボめ、

f'lらのj[占1'1'1を去体l作品に主IJrJJした。いまだ前近代

的なH、j代一一芸術の概念すらH走l味であった]I.tH:に
生きたノ〈ソノ¥まもなく生誕300年を迎えるパノ

ハをしてこれほど底深い音楽をかくことを可能に

したのは何であゥたのだろうか?

(数学)
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スユ

西光義弘

だ1党えている人もいるであろう 。その次に飲み屋、

パ 、キャハレーの'i-'にあるイサオ書J苫がある。
ここに行く注'1'の道はH干び込みのお兄さんi主がし
つこいのでnJ心の心安あリ 。それから日本的筋に

1.1¥て、日本怖フ ンクセンターのJ;l;が3事l並んでい

るのをのぞく 。更にj凶りを波うて望}J書J;l!をのぞ

く 。 この J~， は値↓立が安〈、 r)H\HJし物も U;J々 ある。
|山があれば、更に山本書JEiに行 く。この広は猫が

のさばっていて、 UJi々 本にio'iのフンカ、ついている

が、ねIJJfi姿の女・1，';主が特有である。

もう一つの大きなコースはli引古野のコースであ

る。地下鉄天」午!割(を降りてまずアベノセンター

ビル地下一附のんiiiiさろん天地に行く 。このrr'Iは
新しい本を 3害IJ以上のf直引きで売っている。また
4月初めの 2jヰIJ'J 1きの日が楽しみであり、そうな

ると結局定価の半刻くらいで買えるというわけで

大阪の古本屋

放近の古本屋で特異な現象といえは¥泌副本と

映画のノぐンフレ y トが売られるようになったこと

であろう 。そのせいか若い学生風の人達が古本屋

で座り込んて物i出し物を探している姿がよく見ら

れるようになった。勿論このような人達は同年代

の人達の中ても少数の例外であろう 。大多数のさず:

生諸君は古本屋といえば、ビ二本を売っていると

ころと認識していることであろう 。的かにl占によ

っては余 りにもビ二本がのさばっていて、女性や

まじめな人には入りにくいところもあるし、誤解

を受けやすいことはあると思われる。少々状j兄が

追うが、現に筆者向身が 7、8年前に自分の段業

の試験の出I督をしていた11寺に、ある学生が答案を

提出しなヵ、ら 、意味あリげに「先生をこの間天満

で見ましたよ。先生も好きていすねd と言ったこと

があった。そう言えはそのちょっと前に硲かに天

満にある二申|の古書I古に行ったことを思いだした。

そのすくぜ近くに有名なストリ ソ7"劇場があること

も事実である。その学生がどんな用事でそのあた

りに出たのかは知らないが、筆者がストリ ソプ劇

場に行ったのだと誤解してもやむを得ない状汎で

あったといえよう。

ビニヰドのおかげで l台本屋に入リにくくなっては

いるが、古本屋には大きな魅力があり、一度やみ

つきになればやめられなし、。本稿では大阪の古本

屋の制介を行ない、各々のr;5の特徴を伝授するこ

ととする。古本屋めくりをするにあたって二つの

大きなタフーがある。一つは必ず一人でまわるこ

とであり、もう 一つは穴場の古本屋を他人に教え

ないことである。ここではあえてこの二番目のタ

ブーを破って、⑫十fj報を教えようというのである。
勿諭とっておきのげj報は公開されるとは限らない

から、それは自ら山本屋めぐりをするなかで見つ

けてもらいたい。

大阪の古書18の故j'iの新しい傾向といえば郊外

のr'，芸J-広が，'1-¥!;tiして古書街を形成して、阪急、権回
のかっば償丁とナンノ、CITYの大阪球場なんはん

白書街がiH米たことであろう 。前者には元々13刺
の，J，諮問カ、のきを辿ねていたが、 i羊主舎の古蓄をIfll.

りJ放って村徴のあった紀伊凶崖古書官1¥が棋線変え
して:fli'fJjコミ ノクの咋門j古になったのはファンの

一人だった:ji宇;にと っては;JIC1t¥'に残念である。も

うとも今の}jがお約:の数カ、断然多いようであるが。

かつは般寸の阪急t，-lll"i-'tのまちは家れが高L、せいか

t，言f聞も割と高いようである。それでも時々刷出
し物を見つけることもあるから見逃すわけにゆか

ない。12軒の古書庖の特徴をーつ一つあげるには

スペースが)iりないので自分で行って見つけ出し

てはしい。

もう一方のなんぱん古書待Iは14刺の古書i[1;が入

っており、値段もWIJ合安〈、幼1I出し物も書IJ合よく

出るようである。WlU.'、は場所がナンノ<CITYの完走

南端であり、なんば駅(地 I、欽と ~tjiti:)からかな

り歩かないといけないことて、あろう 。

今までにあげた二ケ所に次いで古書l古がかたま

っているのは大阪駅前第ムビルのー|析で、 4!I[Iの

古書応ーヵ、並んでいる。この 4'Iliはそれぞれ独自の
'生絡を持っていてー凶i白し、。

この他のところは離れてポツポツと一凸害届があ

るので、自分でコースを設定して、)11([次能尋r的に

まわる必要がある。

まず心斎怖からなんば方面のコースを桁介しよ

う。まず地下鉄心斎紙.I~nの大丸 ・ そごう入口 lf!lJ の

山口からテノぐートの反対1則の御堂筋の通りに出る。

そしてなんばに向って歩くと三菱銀行のある角に

出る。そこを右にまがるといわゆるアメ リカ村ヵ、

ある。そのアメリカ村に隣接しであるのが天牛蓄

広の周防町庖である。有名な天牛新一郎翁の係ヵ、

経営している庖で、庖内はひろびろとしていて、

休恕して自動i!反売機の飲物を飲めるコーナーもあ

る。値段はかなり良心的。洋書も多〈、全般的に

品数が多L、。ここできけば天牛新一郎翁が未だ1J'
なっている近くの!;l;を教えてくれる答である。是

非一度大阪の古書足jの名物の新一郎翁のtU!と容に
対する物!肢に後しておくことをすすめるものであ

る。

御堂筋を更に砕け、するとカエデ書J~i が反対側の

通リにある。以前は英仏の原告が多く特徴のある

l古であったが、現イlはま うたく日Ijの特徴を持つJJi

になってしまった。その次に行くのが夫I也ZLt房干

目前!古である。この自はlI¥gf:，iされたばかりの本を
2 -3割引で売っているので、新fJj三;一応ーに行〈同ij

に求める本が出ているかどうかfi{!めるべき!おであ

る。そこから法善寺横lのある路地をぬけて11:る
のが中座，)Ijの天牛小;病である。値段は普通れ!;i:、
品数がも1'£;である。大4新一郎翁の以むこカ、約七i

する庖ーであり、 Ui年民主ヵ、1，1;の，jijで立小似してい

た汗出訴をみとカ、めて、子にけヵ、をした'lif!1をネ

ある コそこから丸白書広に行く 。iI71数は多くない

が、時々f会しい本がある。後は阿倍野筋に沿って

歩くと H染井天ii:i堂とコセキ書Iおがある。またli'リ111
野前坊の交叉 1，1，1、で左にまがれば，i;宮山が少しずつ
距離をおいて 3判ある。

この他に主なところは同鉄阪和総のItjHJ 辺駅の

周辺に 3-4事lあるし、関西大学のtjijに2判、大

阪大学の才{続期(あたりに 2申|あり、 i羊省の好きな

人は京阪芥Ejl_図駅前のポピー ・ビル 21併の|剥西ブ

〆クセンターがあり、 1)11:出し物がよくあり値段カ 3

安し、 卜本町の天地書房などがある。史に詳しいこ

とを知りたい人は出書l自の I~i >jj'[で 200 円で売って

いる『大阪古書府案内 114~ という 114料の古書山

の初介と地図をつけた小川{-を買うと便利であろ

う。 (英語)

一一一一司一一一一一一一一._......--.，_，......，.__，.........-..._..-._.-.........-._...，，_....，

ゃったぜ根性の初優勝.グ

教養部職員野球部

神戸大学には教職員で構成する学内野球リーク

というのカ、あり、部局単位に現{t8チームで競技

しています。この学内リ グにおいて 9年目にし

て初めて、教養部チームが優勝しました。我チー

ムは、全員野球をモもソトーにしており、まさに、

全員で勝ち得たこの優勝はすばらしいものです。

我々の練押するH寺|詰jは昼休みしかありませんが、

そんな中で技を1各き、チームイ乍りをしていくのを

支えて下さった山中 ~:i 督に「ありがとうごさいま

した。」と言いたい。我々は山中日主併に打 '1罪、守二fiili

についてコーチしていただいたのも大きな文えに

なりましたが、もう一つ大きなぷえがありました。

このもう 一つは、支えてもら ったというより支え

させたといった方がよいと思いますが。いつごろ
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からだったか思い出せませんが、教養部チームカ、

連勝11i)立を歩み始めたころ、選手の誰かが「俊勝
したら山中先生の退職金を前借りしてもらって、

家族含めて 5名までハワイ(海外の)へ招待して

もらおうな.グ」と言ったのカ、始まりで、それから

というもの選手一丸となって合言葉は「ノ、ワイへ

行こう」で頑張りました。その'1'斐あってかk(終
試合待たずして優勝してしま ったのです。山中w主
将も試合にIl寄ったび笑(lJiでi握手を迎えて下さって

いましたが、さ ぞか しハワ イへの不安があったこ

とだと忠L、ます。

このような純粋な気持てい凡:iI'JJえっている我々です

すので応促して下さし、。(迫flf' ノ、ワイ行きはV

4したらということでオ7 ケし てあげました。)
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臨 筆一

教養部の虫たち

広報60号には、生物学の場木先生による教養部

納物についての紹介、更には物理学・斎藤先生の

興味深い考祭が掲載されている。今度は教養部の

昆虫、特に蝶のことを、という制集者からの依頼

である。

植物には桜がある。だから紹介は比較的簡単で

ある。キャンパスのどこそこにどういう 草木が生

えている、といったふうに記述できるのである。

しかし蝶には、羽阪があって桜がなし、。このため

航物とは違って、教養部の蝶、教養部に「定住」

する蝶といった言い方ができないのである。彼ら

の大抵は住所不定で、キャンパスの花に飛来した

り、涼しい木陰に憩ったり、あるいはそそくさと

通り過ぎてゆく客人たちでしかない。アゲハ、キ

アゲノ¥クロアゲノ¥ルリタテノ¥アカタテハ

ヒメアカタテハ、ツマグロヒョウモ ン、アサギマ

タラ等々がそうで、さすが六甲山である、町中で

見られぬ珍客たちも多い もっとも教養部キ。

ヤンパス内の植物に寄食し、繁殖を繰り返す定住

者たちもいくらかはいる。大根とモンシロチョウ

ノ、キとキチョウやツバメシジミ、カタノ、ミとヤマ

トシジミ、ギシギシとベニンジミ 、ササやシパと

ヒメウラナミジャ ノメ、クスとアオスジアゲハ等

々である。広報60号に挙げられた植物の奇種 ・珍

穏を食草とする蝶はいないものであろうか。アカ

ンサス、エビネラン等々の優美な葉や花を一夜に

して丸裸にし、斎藤、湯木両先生の顔色をなから

しめるような食事Eな蝶(の幼虫)はいないものか
と思うのだが、残念なヵ、ら、 (いや、幸いなこと

に)蝶類にはモンク ロシャチホコ(蛾である)の

ような不持者はいない。せめて雑食性のヒメアカ

タテノ、に期待・ー・・・いや、注意する必要があるだろ

つ。

きて、以上の定住者たちはごくありふれた種類

であるが、教養部から少し出て、馬場の北側、本

ヒオド νテ，ゥ
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木庭 宏

部の方に上ってゆく道路わきに行ってみると、

いくらか面白い蝶に出会う 。ここにはエノキ、ク

ヌギ、クリ、ヤシャブシ等の繁みがある。エノキ

を食草とするゴ7 ダラチョウ、テングチョウ、ヒ

オト、シチョウ。ことに 6月1-_11)3];:J1ヒした，;rかりの

ヒオドシチョウは美しし、。まさに「緋織の鎧」の

ように鮮やかである。今年も六月の初め、 rLJいカ

ードレールの上にとまった、かえりたてのヒオド

シチョウを見かけたものである。クヌギの木は樹

液を出しているらしく、上述のif!!l~にくわえキタテ
ハ、キマダラヒカゲなども集まってくる。ムンム

ンとむせるような央のする白いクリの花にも好ん

で蝶たちカ、集まる。ゼフィルス(ミドリシジミの

類)が来てはいないか、とクリの木の下を通るた

びに見上げるのだが、一向それとおぼしきものは

見当らない。神大内ではこの馬場の北側が蝶たち

の最も良い住みかの一つのようである。さきに述

べたものの他に、ルリシジミ、ウラギンシジミ、

イチモンジチョウ、コミスジか見られ、さらには、

この世のものとは思えぬほど美しいアサギ7 ダラ

が紙飛行機のように山上から舞い下りてくるのを

目撃したこともある・・ 。

というわけで、教養部キャンパスに住まう蝶た

ちの問にはきして珍しいものはいないということ

になるのだが、ここで、恐らくは教養部創設以来

の正真正銘のわれわれの同僚、ハンミョウ(J)f猫)

のことを述べておかねばなるまい。念のために言

っておくが、 これは蝶でなく、体長 2センチほど

の甲虫である。主に赤、白、青緑色から成るまだ

ら模様をもち、金属光沢があってなかなか美しし勺

舗装道路に慣れた現在の学生諸君にはあまりなじ

みのない虫であろう。かつてはしかし、山道を行

けばよく見掛けたものである。人が近づくと、詰

われもせずまるで道案内でもするかのように先へ

先へと飛んでゆく。 iみちしるべ」、 「みちおし

え」と呼ばれるのはこのためである。町中で育っ

た私は、これを捕えたときにはまるで鬼の首でも

取ったようにうれしく思ったものである。ニワハ

ンミョウ、コニワハンミョウ等さまさまな種級が

あるのだが、なかでも本家のこのハンミョウが最

も大きく、最も美しい。手で捌むとミカンのよう

な央ヵ、する。かまれぬように用心しなければなら

ない。鎌のような大きく鋭い口をしている。ノl、昆

虫を補食するために必要なのである。幼虫も肉食

性で、地中に穴を刷って住む。だから道路の舗装

はハンミョウらにとって死活問題なのである。

さて、この宝物のようなハンミョウヵ、教養部キ

ャンノぐスの古くからの{主人だというわけである。

バレーボ ルやノ、トミン トンの足、ゴルフのクラ

ブ等の 威にさらされながら。D棟東側の空地、

C棟西のテニスコート周辺に楼息している。舗装

道路と卓輸に追われてここに逃げ込み、細々と生

計を立てているという感じである。 5月-9月に

かけ何度か発生を繰り返す。先日も新しい発生を

みたようだ。今は夏休みである。車も人の足も恐

れる必要はない。ハンミョウものんびりと岩中休

11肢を~しんでいるようである。

u虫語)
ノ、ンミョウ

さんまは目黒、うどんは讃岐

久し振りにお盆に故郷に帰った。宇高連絡船に

のると、それがいつもの習慣て背骨尾の上部甲板へ

うどんを食べに出掛けた。上へあがる階段のとこ

ろにすでに行列が見られた。はたしてそれは、う

どんを求める帰郷の人々の雌々長蛇の列であった。

ネクタイをきちんと締めた初老の紳士、着飾った

中年婦人、 Tシャツにジーパンの若者、 小中学生

達、様々な階層、年齢の人々が、蒸暑い潮風の甲

板に辛抱強〈並んでいる。これは儀式、四国へ、

讃岐へ渡る通過儀礼だ。幾ばくかの感慨を抱いて

人々は、この単純素朴な食物に向う。掛け、きつ

ね、てんぷらの三種類しかない。だが、やや太め

の柔〈、それでいて腰の強い麺に細ねぎ、鳴戸巻

きの浮かんだどんぶりを手に、点在する青〈煙る

島影を眼で追い、周囲に飛び交うお固なまりを聴

いていると、帰郷という言葉が胸に迫って来る。

空くのを待って、ょうやくうどんにありつけたの

は、もう高松の港が眼前に大きく開けて来たとき

であった。

今は吉野川から水をヲ 1，、て来て水問題は解決し

たそうだが、讃岐の国は昔から水不足に苦しんで

来た。北海道に次いで降水量が少ないので、大阪

府に続いて二番目に小さな面積ながら、有数の溜

め池保有県たーそうだ。平野のあちこちに丘のよう

に散在する盛り上った溜め池、そして天井川、今

や完全に姿を消した海岸につらなっていた塩田、

これらヵ、子供時代の嵐長であった。うどんは、こ

の平総に見舞われることの多かった讃岐の非常食
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として発達したそうである。それ故、うどんは人

々の生活の隅々にまで入りこみ、食生活に しっか

りと根を下している。子供時代の昼食は大抵、う

どんであった。素うどんを数杯、それも面倒な時

は、王に生醤油をぶつかけただけで何杯も食える。

それだけ町の製麺所の手打うどんは美味だった。

小麦と塩と水、それだけが原料である。何かの行

事があると家庭でもうどんを打つ。近所の男達が

集まり、練った粉を晒しに包み、真産に巻いて足

で踏む。寝かして暫〈後、樫の麺棒で、諸肌を脱

いで玉の汗をしたたらせながら生地を座布団状に

伸ば、してゆく、そいつを折り畳み、長方形の巨大

なうどん包丁で裁断してゆく。大釜に煮えたぎる

熱湯に放り込まれたうどんは数分後には、艶やか

で粘っこそうな黄自の肌をみせて浮き上って来る。

井戸水で晒し、ぬめりをとって米に打ちあげられ

たその姿。それだけで胃の!加を刺激する魅力があ

った。巨大な盟に水を5&リ、 i砕くうどんを取 り囲
み、茶悦に入れた士少り子をもとに作っただしに取

りわけて食う盟うどん、これも祝宴の始まりの儀

式、団繁の和を目する一行事であった。また、う

どん肢という言葉もある。うどんは間食、正式の

食事にあらずとし寸意味である。今なお、コ ヒ

・ブレイクの代りに、うどんをすする人達も居る。

喫茶庖にうどんを置いてあるところが如何にも讃

岐らしし、。

もう何年も前になるが、少年 II~ の記憶を呼び両足

まし、4:の助けを借りて子1'Jちうどんを作リはじ



めた。 小麦粉は、讃岐産に|取るなどと似し、ことは

工わぬ。カナタ産の中力粉、無き場合は強力六分

に、 il't力問分、出水の力Uilr.Xは寒三tLi六、つまり夏
は冬の二倍、繰り具合いはljたぶの柔かさ、附し

に衛生のためビニールの風呂敷を巻き踏むこと数

十回、 組俸は俸の木、きるスナックで知 り合った

同郷の大工の隙梁にロハで戴いた。似し、この御

礼にこのスナックで手打うどんの無料サービスを

行なう Jf，i目になってしまった。包丁は阿倍野筋で
求めた銘入りの代物、うどんの太さ細さはその日

の気分次第、だしは面倒ゆえ、鮪と鰯の削りぶし、

薬味は細ねさとおろししょうが、冷しか釜上げカ、

一番である。何のことはない、数百年に減って受

け継がれて来た素朴な食事を、神話的に反復して

いる訳である。

{釘を歩いていて、 「讃岐うとーん」、 「手打ちう

と、ん」とし寸看似を見つけると 、)j主事怖が許せは

大抵子lli:びこむことにしている。十中八九失望する。

寿司の上品、 下品は卵巻きの昧で分かるそうだが、

うどんのそれは、まず生地の良さにかかっている。

従って、ざるう どん専門の注文となるが、関西は

総じて、生地が柔かすぎる。 こんるふやけたうど

んなんか、食えるかい、と日炎阿を切り、 「讃岐う

どん」の看板を下ろしてしまえ、と言いたくなる

が、数多の亭主の話に依れば、固いしゃきっとし

たのは、もてないのだそうだ。関東へ行けば、与z

加lせんべい風に、ぱリゥとしたうどんがあるかと

思ったがこれは一段と事情が悪L、。真梨のだしの

巾に、生い立ちのZLi身を隠すように魁がィ子いてい

る。東京では蕎麦しか食べなし、。次いでだし、だ

しはだし、短は麺と、木に竹を接いだように二つ

がなじまないうどんがある。極七の中1作そばのス

ーフのような、天界J也界の、山海の妙味をj比ぜ合

わせたような黄金のl床を求めることは所詮無理!な

がら、せめてだしと麹が出然一体となった、つま

リうどんにだしなく、うどんに麹なく、ただある

のは彼合体としてのうどんそのもののみという姿

が望まれる。

帰郷すると、新しいうどん屋を訪れるのが常だ

が、今年は少々上品な広を訪ねた。故j5:の流行だ

そうだが、農村のIEI家が座数を|剖放したうどん屋

であった。見越しの松に蔵屋敷、苔むす庭の11li:ひ

正lを踏んで座敷に上れは¥一 寸しゃれた庭景色、

畳を踏んで緋の女性が冷り物の膳にうどんを運ん

でくる。美事な鉢に盛られたうどんは京都風に上

品主味、上品な童、上品な値段であった。 7 イカ

ーの発達がこの流行をまねいたら しし、。非常食も

行きつくと ころまで来たようである。だが、 手ょに

は街中の名も売れぬ庖で作られる大地のi否リを持

ったうどんが懐しい。食は広州、|にあり、うどんは

讃州にあ り。(8、16)

(独語)
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。γ1eLのarns I~ore By Li s七en1ng

Duane Engholm 

T WsJ hi~ h l y intrig1Jed rflcAntly while perusinr an article ab01Jt a most unusual man， 

同r.Buckminst0r Pul1er. This gent1eman is nuw 86 years old， ~n acc1aimed genius who became 

しJonlthy wjth()IJt ~ V8r having 七o ho1d a job. He accumu1ated his wea1th by his innovative--

3.nd sorn円timAGoutlαndish--ideas and inven七ions. He i8 one of the wor1d's 1eading thinker; 

a Qcientis七 witha long 1ist of credits besid8 his nome. His bes七【known invention is the 

geodAsic domρ ， 旦 structurewith 3 higher s七rcngth-to-mnss ratio than any other kind of 

building・

Peοrinド into the futllro，同γ.Ful1er nnvisions thc possibi1ity， wi七hin the next 20 years， 

of a wor1d wh♂r台 nobudywuuld need to work for a 1iving， and in which a11 the wor1d's peop1e 

wou1d be intcgroted， having r♂linquished their nationa1i七188.

l'hσ key to this. according to Mr. Fu11er， is 七hA七 human beings-ー(who are もhe earth's 

nn1y prnblem-301vers)ー-w】11 fjnd thAt personal integrity and un日e1fishnessare the on1y 

mp.凡ns hy which mankilld can 8urvive. 

Hθ11-spoken by 阿r.Fu11er. And easier said 七han done， to say 七he 1eas七 But even 

thou日h it llIay 口cem unrealis七ic that a11 the peop1e in 七hewor1d cou1d ever agree on any-

七hing，ther0 i:3 a 耳olden nugget of 七ru七h in what he says. Personal integrity and unself目

i.shne:_;:J もrえIlC;lat約 1n七o cooperation. and cooperatュon is， indeed， the best way 七o get things 

rlonc. 

I.~hi 1の hoping for that kind of in七♂grity 十;0develop on a world scale，工 can'七 he1pfee1 

1 n f~ 七 h e '::".ame ¥.JayユbOllt 尽omeother things， much c10ser to our own 1ife situations. No ear七h-

sllaking. perhaps， and cer七ain1ynot life-or-death issues， but significant in 七erms of how 

W8 are shaping up 38 dCCBn七 hurnan beillgs. 

For examp1e. in the n1assroom. 1 cou1dn't possibly count 七he times I've had to plead 

Or admonish 0r speak sharply in order to gain attention. Short-七ermvlsitors to Japan 七end

もo think of the Japanese peop1e as extreme1y courteous and po1ite. It's hard to be1ieve 

七ha七ユn thi口 C0un七ry，S七udents can be 80 unruly-一一even rude---in'a classroolll. If 1 were 

alone in thinking 七hlsway， I'd never print it. But the fac七 is 七hatamong 七he teachers 

I've ta1ked 七0，whethcr foreign or Japanese， near1y a11 ho1d thθ8amB opinion. 

1 usua11y stress to my classes 七hat cooperatュon (that is， 1istening courteous1y to the 

person who has thp f1oor) is the key word. Scho1astic or ath1etic compe七itionis grea七，

but vo巴a1 competition during c1ass shou1d never happ巳n. If we can't coopera七eamong our-

se l v~s in a classroom， how can we ever hOpR to cooperate w工th strangers， on a world 1eve1? 

Unfortlln"te1y， thi s behavior i sn'七 1imited to students. Many adults(professors inc1uded! 

G凡sp!)are equa11y gui1七y. I've been to mee七ingsand functions where the speaker literaユ1y

had to shout in order to be unders七ood by 七hosewho wanもed 七o hear. 

It's probAb1y 七00 1ate for adu1ts to kick this habit， buも studentswho want to reach 

out and 1earn a11 they can shou1d give cooperation a chance. One learns more by 1i8七ening・
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一教聾部のう ごff-一在学生便り一

動異事人学生による広報活動 一一放送委員会

工学部事務長補佐へ

理学部教務学生掛長へ

兵庫教育大学厚生11卜長へ

学生課課外活動掛主任へ

医療技術短期大学部事務掛へ

経理課決済組合側、へ

法学部第二課程州、へ

入学主幹教務掛へ (併任)

工学部教務学生掛へ

昇任(庶務課総務掛長よ り)

昇任(教養部庶務掛主任よ り)

昇任(附属病院医事掛よ り)

工学部庶務掛主任より

経営学部庶務掛より

文学部会計掛よリ

医学部経理掛よ り

附属病院医事掛より

係 用

/1 

9. 

死亡

採用

死亡

6月101浪り退職
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化学教宅技術i"ttllftr:員
生物学教主-tHI:Hi日佐民

体育教室事務事flif左以
ilZ埋-1.1卜事務"tillfム民
用l主掛作業員

経理控|、併務長i
Bお務長事itl佐

第二課fj¥掛長

用!支持i、主f壬

第二課f'i.-t卦主i:l
l庶未務J掛11計卜、文古剖部1¥ιiドi-r務努1
経恐理!佐矧掛卜、文音剖部II'JドL河1務努官

教務柱矧掛卜、文育剖部|目;斗半L務官

学生柱矧掛|卜、文音部|仏;事務官

オ事1可1務努長補佐
第二課程掛長

第二課松掛主任

庶務掛主任

庶務掛文部事務官

用度掛文部事務官

教務:tJ1、文部事務官

第二課松柱卜文部事務官

化学教室技術補佐員

生物学教室技術補佐員

体育教室事務補佐員

主主理掛事務補佐員

保管運用掛事務補佐員

独語教授

学生-11'卜事務補佐員

英語教授

学生掛事務補佐員

学生柱卜主任

物理学助手

独語教授

保健体育助手

学生掛文部事務官
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いうような中まで、なん会りと KUBCにお聞き

下さい。

このように、ビデオ・ラジオ・プレスの三つの

メディアを通しての広幸脱出ー重})に取りt且んでいる K
UBCですが、 4年生カ、-tkけた後、 2年生2人、
l年生 9人という寂しい人数。非常iこ忙しいので、

特に美術 ・:与:兵 ・アナウンス ・広告に興味のある

人を募集しています。ただし 'KUBC3つの古

い 1正しい報道を 2人を似つけない報道を

3みんなで神戸大学を雌リ上げるような記事を」

が党えられ、協調性のある人なら大歓迎です。情

報紙を出したり、カメラを持ゥてうろうろしてい

るので、よく新開会や写真部と間違えられますが、

学園祭でオレンジトレナーを着、 M、の腕章をして
いる私達は KUBC神戸大学放送委員会です。

現在、六申告モの4イ出jとラジオの試験放送とプレス
11月号の制集をしていますので、どーぞよろしく。

(本学学生)
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(活動J!U¥殻)

私達、神戸大学放送委員会(岡島称、 KU B C) 

は、lIi年映画研究部からHt立し設立された、まだ
新しいクラブです。毎日神戸大学で起る珍事件や、

各クラブ、サ クルの行事その他の話題を集め、

みなさんにお知らせしようと頑伝っています。

今まで大学の放送部と言えば、オーテ ィオ1:1'心

でラジオドラマ命IJ作、将来のプロ・アナウンサー

養成をする所というイメージがありましたが、 K

UBCでは流行に釆り遅れることなく、ビデオを

取り入れています。学内行事はもちろん、 「ヒデ

オに収める価値あるものならなんでも」という意

気込みで、学園祭でもなけれは¥教官 ・職員以外

男子企業、制の松ii圭女子学院大学に、男ばかりのメン

ノ〈ーでビデオ片手に「こんにちはり友技松i法学長

にもインタビューし、オリエンタルホテル直営の

食堂でお昼を御馳走になった 1年生もいます。(

六月祭でビデオ放映併み)

ところが、ビデオは学園祭やサークル ・オリエ

ンテーションの時しか放映の機会があ りませんの

で、ビデオで取材しテープをス トックする一方で、

ラジオのトランスミ ッターを購入し、 FM電波を
飛ばすことにしました。法律で許可された範囲で

しか放送できませんので、今のところ学館から放

送し、教養音1;前庭 ・食堂の辺りで聴取可能という

ぐらいです。また、学館や教養部には館内放送施

設がありますので、それを使用して番組を流せれ

はなあと思い、交渉中です。

これらビデオ ・ラジオと並んで、放送委員会と

いう名でありながら'11']報紙 'KUBC PRESSJ 

を発行しています。B5版 8ページから12ページ

立て、 「サークル ・オリエンテーション特集」

「就職特集」等を入れると、年7・8号出ること

になリます。プレスは、ビデオ・ラジオで提供し

切れなかった りメ ティアと して過さなかった りす

るニュースを載せていますが、記事集め、写真jiu

;;!~から タ イフ打ち、タイトルのレタ リ ンク 、 1i\j由|

レイアウト、配布までみんな 自分遥でしています。

今年の夏休みなどは臨H寺哨刊 「就職特集号」のた

め大阪 ・神戸の代表的な企業数 }社の人~-J';謀を (1

シャツ ・キ11のスラックスかスカー 卜という恰好で

訪問し、 l年生 ・2年生まで会社訪問のノウノ、ゥ

をIJIJき込まれ、百I¥nの仁l'では社会人養成クラフの
W.?'，までU¥ました。就職活動を始められる時には、
どこの人事課は麦茶ヵ、出るかコ ヒーが出るかと



一教養部のうごき一

。医学部(昭和55年度入学者)進学者数等一覧表 。昭和55年度(医学部は昭和54年度)以前の進学者数等
一覧表

進学者
学古1;対象 無条何 条例付 l泉級者数

原級者数 進学者数 進学者数

文学部 6人 l人 2 人 3 人

教育学部 1 9 4 9 6 

法学部 1 2 2 3 7 

区二三ヨ 経済宇都 1 3 2 4 7 

。過去 5年間の医学部進学者数等一覧表 紙常'31・音1; 9 7 

i並学年月

52年 4IJ 

53年 4)-J 

54年 4月

55年 4月

56年 4刈

主部法寸丘，.
80Y 生

1M級生

iFiBn斉山ι 8 0 Y生

部ザAL」
IJ;(級生

キ干 8 0 Y ~t 

，音許ー￥t十ι 4|B ; -

I~，-イI~ 生

対 ~~ 進学者 民{級者 | .f1ll学部 7 。 4 3 

ザ生数 人数 比玉宇1 人数 i七ヰC 医 ~t 古1; 2 1 1 4 ---7 

f、 人 。。 人 の

118 111 94.1 7 5.9 

121 113 93.4 8 6.6 

113 106 93.8 7 6.2 

120 110 91. 7 10 8.3 

122 94 77.0 28 23.0 

工 学部 4 4 4 9 1 5 2 0 

農学音1， 1 3 2 1 0 

1口入 ~f l 1 4 4 3 4 4 0 7 0 

(対象原級者数には休ザ'者17人を含まない。)

区二三ヨ
。過去 1年間の原級生の進学者数等一覧表

進学年月
対象 無条件 条何十l

原級者数
原級者数 進学者数 進学者数

昭和56年
人 人 F、 人

4 月
103 1 6 3 0 5 7 

昭和56年
8 1 1 5 1 1 5 5 

10 月

。昭和57年 4月進学予定者数一覧表

:(1籍者数 進学予定者数 原級者数 進学宇 56.4;1主字:ヰ'

無条件 条 ili'J 
。。 号。 。。 号。

51 23 13 15 70.6 77 .4 
80 ト一一一一一 24 ト一一一一一 17 41 ト一一一ー 39 51.3 ト一一一一一 49.5 

29 4 24 17.2 10.5 

41 24 6 11 73.2 53.3 
94 ト一一一ー 26 ト一一一一 10 36 ト一一一一 58 38.3 ト一一一一 29.2 

53 2 4 47 11.3 4.5 

47 23 7 17 63.8 66.7 

73 ト一一一一一 25 ト一一一ー一 11 36 ト一一一一一 37 ト一一一一 49.3 一 48.1 

26 2 4 20 23.1 8.0 

247 75 3お 113 134 45.7 42.0 
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50.0 ' 

68.4 

41.7 

46.2 

22.2 

57.1 

66.7 

54.6 

51.4 

進学卒

υ 

44.7 

32.1 

一教養部のうごき一

学生自治会との交渉経過

(1982年 2I~ 13日-8 )117日)

2 Jc-J 23 1:， jJ:j )iJj-: A Ni 1 I:'i'i /，七、J在宅 5 IJ J州場所 :ANi 11:汗些笠本
/i'，1市行 :叩I!IJ . " di i: l.Hd;よ /[¥/肘 :''t'LH!11 ."， di 1i'¥l1ゅよ
び，'，dìk\~ びi'I治安 l~
大'γ:官!Ij )主 lu:'i教室主 (fIS/~t生 1l 1~ 大学¥l!IJ 美11I布教養i'ilS'γ'生会II

u:および'乎生委 w 全 \ ~ N: および'γ:~tkH 全 \1
交渉|人lれ :~jíM， r/"F実施当 H の休"J叫J11 交渉内谷 :六JJ然の日料、伝助金等に
iiq等について、サークル械の ついて、文ザ:ì'~ 1 ~の定\~nilJ問地

ぷfJiiJ充実について、その他。 について、サークル仰の設備

允実について、その他。

第二課程学生自治会との交渉経過

(1982年 2月16日-7月31日7

3 H 12日 56年)支備品要求書を受迎。(iJ:.1) 4月7日 新入生歓迎行中に|刻して追加要求書

3 H 131::1 新入生歓迎行事に|刻する要求書を受注!o (交通ストの場合の取扱い)を受理。

(jj: 2) (注 3) 

3 )-j 15日 56年度備品要求書、投ひ新入生歓迎行

ギに|射する要求書に|主lする話しfTい。
字生iHll6?"、大学iRlJ5名。

- 47 

4 }j 10， 12， 13， 16， 17日 新入生歓迎行!

事。(12，13， 16日の各二時限を休講)
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部落解放研究会との話し合い記録

(1981年 9月-1982年 7月)

1981年 9月16日 神戸大午前;必 f~平版研究会より
の教養部長あて要求11J-を受理

(注 1)。

9 ) J 24 F-I 教養部長より の凶答書を手11主

す(注2)。

9 )J 29日 9 )-J 16日付の要求書にもとつ

き百円しf干し、を行なう。議題 :
l 狭山弁ilmUJを招いての研
修会の報告書。 2， ，講演会に

_4 FJ /_，主旦午立さ註攻民主主土11TtCEf主主主包詮-
L当之主主主とま耳ど主主主宰n宣(7)E竺主主百三乙三毛一一
主主ム主主L 一一 一一一一 一一一一一一一一一一
」一 一一 ー己主 一一一一一一一一一
一 旦 K"]_~Jó :->-，--'3一一一一一一一 一
一一一一一一一生月三08一主旦珪呈一一一一

ιλ よ
ついて。

11 JJ 27日 解放研主催の講演会行主

われる。講f:lli、米t刀法1氏
『全国水平社のJ卜いと差

別糾r;ljiの意義』

1982年 3 H24日 教養部長あて要求書を受理

(注 3)。

3片29日 教養部長より の回答蓄を手桜

す(注4)。

4 H 2日 3 Tl24日付の要求書にもとつ
き話し合いを行なう。議題 :

1 _新入生歓迎映画会、 2_

総合科目 「人権」 、3 その

他について。

4 fj 27日、4)'J30日 解放研主催の

映画会|井jかれる。 r大地の夜

~)-J け 』

総合科目 「人権」については、5jJj紙の総

合干!日「人杓」昭和56年度総ji~ を参Wt

(注 5)0 

N。

つ じ'-，帯封二~ ι 
7fヅグ'J..及、母広J __ _/ _~わ -

f伯用吻

ヰlし ーー--_y _¥_一一一一一一
¥ IJ _(J的たたみよ ー /え例JI______
?ケム(/_¥ド--'三トン用) J仏 λ一同/抱一一-
Aッ七( 一，， ) 61え/λ仏 シ入企吊
ハ、~ L--i[，'_ 1区<<;1姐

A'''/ト (/1--k--;r.----IV前)_ _.z.-_;fえ
払削牧 ょ緬〆
え7')-ン /--)〆司ρか/6il
挟手機 / f-幅制

JえL

附言~
/7心Jr-J月μ白x¥"/ I~ 史.Ü委員企 I~~ÌL_ !__\ _乙­
;)(ηJピ刀、久 え 1dレ人
日持主

伺 /1t'J 吸血.L !'lた~
" /1/ a iZif.、ιツ叉-t_( 1γ、 ドミント ン， 1 \-- 仁可~._. Il.-

" /.土日吸血剤T手，-0，巧~J!L\L吠~
/6 8 β久品工巧~~
/7日 企 l司コ"/1¥'
/~日 合 l司 l 、 イ守 "/1 ・I

(注 1) 

要求 -Il: 
FI 

教養部長殿 1981年 9月16日

神戸大''J:)'fjl!'品解放研究会
1 _ 1央山弁護日|を打1"、てのMI修会の報告を提出

すること 、

2 _ 10lJに解欣liJf主催で行う予定のs講演会の詳

制について 9川29EJ (こI話し合いを持つこと

1， 2について 9川241::l迄に副主干して下さい。

ょλよ

し十一←ー「一一→一一

- 48一

(注 2) 

1
1
 

仏
刊
↑

1..'.-
fま 全It

伝とZ

1981年 9JJ 241'1 

神戸大'下部的解放研究会ldI

9 )J161:.1 iHH究会の要求沓につき、9片29日

制し令いをもつことを諒承しましたので、田谷

1えします。

日時 91J29日午後6時30分より

場所 A 隙 11活応J安定
※学生白剤室 (IU会議主主)は試験WJ
!日jで学生の使用が予想されるため。

神戸大学教養部長

井深義雄

(注 3) 

要求 弓主
Eヨ

教養部長椴 1982年 3月24日

神戸大学部落解放研究会

日夜 青I¥{点差別の撤廃にItlJけて努力されてい

ることと思いますが、新入生を迎えるl時期にあ

た 1)、恒例となっております映画会等につきま

して、fI教養部との交渉を要求いたします。
すでにご存知のように、現{I国会において 「

同干1I対策ギ業特別出世法」の改悪法案として「

地域改善対策特別術置法 (案)Jがすでに衆議

院を通過し、政府向上己党はその己主悪法案さえも

参議院を通過させまいとしてやっきになってお

るところです。この政府の動きを先取りするIf;

で兵庫県では、111米の 「同和」予算を凹分のー

に切りちぢめ、大学生への奨学金も1'tしつけに

すると公言し、大宇から音II{;品以を排除しようと

しています。これと連動してここ数年米、全問

弁地で 「古II{;品Kを殺せ 1_Iという極めて悪質な

差別 ιi明二が激発し 、お隣りの神戸外凶語大学:に
おいては111年8月「外大宮1¥部:1¥身者を断凶排斥

し殺せ 1J という許すことのできない差別保:ij

が発見されており 、ヴ:生総体の日1¥決山身'宇中に

わjする差別(I(Jな凡打もさることながら、そうい

う体質をi:，lfT. )J)J bとしてきた大'γ:当局の責任が

4~) -



関われているところです。

このような中にあって、新入生を迎える時期l

にあたり、多くの部務出身学生が入学してくる

我が神戸大学における部落解放に向けた責任あ

る取りくみが要求されております。

以上のことをふまえ、我々は、立当局との交

渉を下記の通り要求します。

吾戸
n'-' 

l 日時 4月2日闘もしくは 3日仕)

1 .内谷 (1) 新入生歓迎映画会について

(2) 総合科目「人権」について

(3) その他

なお、この要求書に対する回答は、 3月29日(月)

までにお願いします。

(注4) 

回答書

神戸大学部落解放研究会殿

1982年3月29日

神戸大学教養部長

井 1草義雄

3月24日付の-fi研究会要求書につき、下記に

より 4月2日に話合いを行いたく、この段回答

致します。

百己

日時 4月2日午後6時~

場所 A棟応接室

(注 5) 

総合科目「人権J (昭和五イ六年度)総括

昭和五十六年度の総合科目「人権」について

は、書問課程・第二課位とも前期lに笑施された

が、それぞれその最終講義における担当者クル

ープと全受講生との討議を踏まえ、ついで担当

者代表と 8人委員会との討議を経て、おおむね

として捉らえ、この改善をはかりつつコース

を発)Eさせた。すなわち、コース仙i成上での理

論的体系的側面の強化検討の問題、講義時間の

不充分さの問題、受講学生数の少なさの問題等

である。

二、これらのうちコース編成上での、理論的体

系的側面の強化の問題については、当面1"1:1当講

師の問題もあり、今年度はこうした批判を充分

に考慮しなヵ、ら講義内容において補うこととし、

コース編成そのものの改変については今年の検

討課題として次年度をめどにこれを実施する方

針をとった。講義時間の問題ーについては、とく

に第二課程ーの場合、時間幣を変更させて改善す

ることにした。受講者数の問題については、学

生の注意を喚起し問題の重要性の周知をはかる

ため、講義要項にその成立の経緯と趣意を掲示

し、また入学式当日教養部長カ、その挨拶のなか

で、人権問題差別問題に対する教養部の教育施

策方針に言及し、とくに総合科目「人特」への

参加についても要望した。

三、今年度のコース終了時における相当者 ・受

講者相互の共同討議では、とくにとり立てて新

しい批判、強い要望は出なかったようであるが、

問題は宿題として持越しの、コース朝日i成上の理

論的体系的側面の強化の問題である。8人委員

会では種々検討を重ねつつ、来年度は、人位と

差別の問題についての総論を冒頭におき、以下

部落問題、障害者問題、民族問題の三つの各論

を設けて実地することにした。この方策によっ

て、問題の体系的理論的商の強化を実現したい。

現在の時点、では、まだ最終的な講師決定にま

で至っていないが、総論と部落問題とを新らし

く招く講師にお廊[，、し、障害者問題と民族問題

については、これまでの講師の方がたにそれぞ

れ継続して相当していただくことにした。

なお、三各論中の民族問題を別立ての「朝鮮

語 ・朝鮮事情」の方に移して合併する件、また

教養部教官の中から 「人椛」講義者を出す件に

ついては、今後の課題として引きつづき検討し

て行きたい。

次のような主旨の総括と 、次年度へ向けての方 四、受講者数の少なさの問題については、学生

針策定が行われ、これカ、教養部長に報告された。 の注意、をl喚起し問題の重要性の周知徹底をはか

るため、さらにいっそうの配慮ーをはかりたい。

一、開講第三年目に当って、われわれは前年度 入学式当日の教養部長の挨拶での言及をいちだ

故終講義時の、初当者クループと受講生の相互 んと強めること、また入字式当日の教養部主催

討議を通じ、主として次のような諸点を問題点 講演においても、講師から「人作」への参加lを

訴えてもらうなどの措置を講じたい。

一九八一年十一月二O日

神戸大学教養部長

井 1宰義雄

神戸大学部落解放研究会殿

50 - I - 51 
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編集後記

教養部はこの半年のあいだに現職の教官 ・職員を 3名も失なうという、思ってもいなかった不幸

に見舞われた。それぞれ個性豊かで人望のあつい方がたであっただけに、我々の心の俗もすくには

癒されがたいのである。古塚|を朗先生、木村 τ'Fu:tt先生、岩井たいさんの御冥福を祈る。
「広報」は今号で61号を数え、人生でいえば、第二の歩みに入ったことになる。今回は教養部を

退職された先生がたにも原稿を依頼した。また「私のこの 1曲」は編集委員会で何となく決ま った

企画であったが、 10h;;iの寄杭をいただき、大特集となったのは望外(? )の収殺であった。多忙な
中、原稿を執筆していただいた各位に感謝する。

竹内章氏の転出に伴ない、この春から同じドイツ諾の桜?}{正勝氏に.r:j"j集委員に加わっていただい

た。 (KH) 
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